
第１学年 １ 正の数・負の数

中学校数学

第１学年

１ 正の数・負の数

[問題]

中学校

年 組 号 氏名

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 １ 正の数・負の数

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

次の(1)から(5)までの各問いに答えなさい。

(1) 次のアからカまでの数の中で，自然数を選び記号で答えなさい。

１
ア ０.２ イ －３ ウ － エ １ オ ０ カ ＋１０

３

【解答】

５
(2) 次の数直線上で，－０.５，－３， にあたる数を矢印で示しなさい。

２

(3) 次のことを，負の数を使わないで書きなさい。

【解答】

① －５大きい

② －２増える 【解答】

(4) 絶対値が４になる数をすべて答えなさい。

【解答】

(5) 人体の体温は，およそ３６.５℃です。この３６.５℃を基準にして，次の温度を，

正の数，負の数を使って表しなさい。

【解答】
① おふろの温度 ４１℃

② プールの温度 ２５℃ 【解答】

５－５ ０－５ ０

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 １ 正の数・負の数
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■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

次の(1)から(7)までの計算をしなさい。

(1) (－１３)－１２

【解答】

(2) －１４－(－６)

【解答】

(3) (－１.８)＋(－１.５）

【解答】

(4)

【解答】

(5) ２２－(－１５)－３１＋(－１９)

【解答】

(6) －２.３－０.６－３.８

【解答】

(7)

【解答】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 １ 正の数・負の数
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■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題③

次の(1)から(7)までの計算をしなさい。

(1) －５×１６

【解答】

(2) ７２÷(－１８)

【解答】

(3) －１５÷(－２７)

【解答】

(4) －６.４÷(－０.８)

【解答】

(5)

【解答】

(6)

【解答】

(7) ２４÷(－１６)×(－４)

【解答】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 １ 正の数・負の数

４

１
＋

６

５
×(－１２)－(－１３)

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題④

次の(1)から(6)までの計算をしなさい。

(1) (－７)２

【解答】

(2) （－３ ２）÷（－２） ３

【解答】

(3) １０÷５－（－６）×２

【解答】

(4) ３６÷（－３ ２）×４

【解答】

(5)

【解答】

(6) ｛２＋(４－８)｝×３

【解答】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学

第１学年

１ 正の数・負の数

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第１学年 １ 正の数・負の数
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題①

(1) エ，カ
【ポイント】

自然数は，正の整数でもあるよ。

５
(2) －３ －０.５

２

(3) ① ５小さい

② ２減る

(4) －４，４

(5) ① ４１－３６.５＝４.５ 答え おふろの温度は＋４.５℃

② ２５－３６.５＝－１１.５ 答え プールの温度は－１１.５℃

－５ ０ ５

第１学年 １ 正の数・負の数
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）
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■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題②

【ポイント】
(1) (－１３)－１２ (2) －１４－(－６) 項を交換してから計算してもいいよ。

＝－２５ ＝－１４＋６ －１４＋６
＝－８

＝＋６－１４

(3) (－１.８)＋(－１.５） 【ポイント】

＝－１.８－１.５ －１.８－１.５

＝－３.３ ＝－(１.８＋１.５) と考えてもいいよ。

(4) 【ポイント】

と項を交換してから計算してもいいよ。

【ポイント】

(5) ２２－(－１５)－３１＋(－１９) ２２＋１５－３１－１９

＝２２＋１５－３１－１９ ＝３７－５０

＝３７－３１－１９ 正の項と負の項をそれぞれ先に計算してもいいよ。

＝６－１９

＝－１３

【ポイント】

(6) －２.３－０.６－３.８ －２.３－０.６－３.８

＝－２.９－３.８ ＝－(２.３＋０.６＋３.８)

＝－６.７ 負の項の和と考えて計算してもいいよ。

【ポイント】

(7)

このように考えてもいいよ。

＝－
３

１
＋

４

１
＋

２

１

＝＋
４

１
＋

２

１
－

３

１

＝＋
１２

３
＋

１２

６
－

１２

４

＝
１２

５

第１学年 １ 正の数・負の数
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）
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■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題③

(1) －５×１６ (2) ７２÷(－１８)

＝－８０ ＝－(７２÷１８)

＝－４

(3) －１５÷(－２７) (4) －６.４÷(－０.８)

＝＋(１５÷２７) ＝＋(６.４÷０.８)

１５
5

＝８
＝＋

２７
9

５
＝

９

(5)

2
４×３

＝＋
５×２1

６
＝

５

(6)

＝

3
９×４

1
＝＋

1
４×３

1

＝３

【ポイント】

(7) ２４÷(－１６)×(－４) ２４÷(－１６)×(－４)

＝＋(２４÷１６×４) ＝＋(２４÷１６×４)

6 ２４×４1 ２４6 １ ４1
＝＋ ＝ × ×

１６ 4 １ １６
4 １

１

＝６ ＝６

と考えてもいいよ。

第１学年 １ 正の数・負の数
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）
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■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題④

(1) (－７)２

＝(－７)×(－７)

＝４９

【ポイント】

(2) (－３ ２)÷(－２)３ 指数の計算が先だよ。

＝－９÷(－８) －３ ２ (－２)３

９ ＝－(３×３) ＝(－２)×(－２)×(－２)
＝

８ ＝－９ ＝－８

(3) １０÷５－（－６）×２ 【ポイント】

＝２－(－１２) 四則の計算では，加減より乗除が先だよ。

＝２＋１２

【ポイント】

(4) ３６÷(－３ ２)×４ 指数の計算が先だよ。

＝３６÷(－９)×４ －３ ２

＝－４×４ ＝－(３×３)

＝－１６ ＝－９

【ポイント】

(5)

１ 3 ５ 2
＝ ×(－１２)＋ ×(－１２)＋１３ ＝

４1 ６1

＝－３－１０＋１３ １３ 1
＝ ×(－１２)－(－１３)

＝０ １２
1

＝－１３－(－１３)

＝－１３＋１３

＝０

と考えてもいいよ。

(6) ｛２＋(４－８)｝×３ 【ポイント】

＝｛２＋(－４)｝×３ { ( )}のように，二重にかっこがある場合は，

＝｛２－４｝×３ 内側のかっこの計算を先にするよ。

＝－２×３

＝－６

第１学年 １ 正の数・負の数
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学

第１学年

１ 正の数・負の数

[問題]

中学校

年 組 号 氏名

第１学年 １ 正の数・負の数
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

太郎さんと花子さんが会話をしています。

太郎さん，魔方陣の話知ってる？

魔方陣て何？

正方形のマス目があって，その中に数字が入っているの。

縦，横，斜めのいずれの列も，その列にある数字の合計が，

不思議なことにすべて同じ数になるの。

例えば，

３マス×３マスの正方形があるとするでしょう。その中に，

９つの数字が次のように入っているのよね。

ここに並んでいる数字を，縦，横，

斜めのそれぞれの列で合計してみてよ。

それぞれの合計が，２１になったよね。これが，魔方陣よ。

(1) 次の魔方陣を完成させなさい。 【解答】

８ １

３ ５

２

１０ ２ ９

６ ７ ８

５ １２ ４

１０ ２ ９

６ ７ ８

５ １２ ４ １０ ２ ９

６ ７ ８

５ １２ ４

１０ ２ ９

６ ７ ８

５ １２ ４

１０ ２ ９

６ ７ ８

５ １２ ４

第１学年 １ 正の数・負の数
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



(2) 次の魔方陣を完成させなさい。

数字が負の数でもいいの？

負の数でも大丈夫よ。

【解答】

(3) 次の魔方陣を完成させなさい。

【解答】

－４

－１

－５ ２

－５ ９

０ １

２ ５ －１

７ １０

第１学年 １ 正の数・負の数
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

太郎さんは，正の数・負の数の学習をしました。その日，家に帰ってお母さんに，「今週１

週間の午前７時の気温を，勉強した正の数・負の数を使って表してみることにするよ。」と言

いました。そこで，前日との気温の差を求めて，正の数・負の数を使って下の表に表していき

ました。

曜日 月 火 水 木 金 土 日

前日との
－５ ＋３ －１ ＋４ ＋１

気温の差

次の(1)から(4)までの各問いに答えなさい。

(1) 月曜日から土曜日までの６日間で，一番気温が高かった日は，何曜日ですか。

【解答】

(2) 月曜日から土曜日までの６日間で，一番気温が高かった日と低かった日の温度差は何度

ですか。

【解答】

(3) 木曜日の気温が２５℃だとすると，月曜日は何度ですか。

【解答】

(4) 日曜日の午前７時の気温は，前日より２℃低く２２℃でした。

月曜日から日曜日までの午前７時の平均気温は何度ですか。

【解答】

第１学年 １ 正の数・負の数
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題③

右のグラフは，半年間の１ドル（アメリカドル）

の価格の変動を示しています。

このグラフから，例えば，

２００９年１１月に，１ドル＝９０円

２０１０年１月に，１ドル＝９３円

となっていることがわかります。

この間の値上がりは３円で，

２００９年１１月に１０００ドルを買って，

２０１０年１月にすべて売ったとすると，

（＋３）×１０００＝＋３０００（円）

３０００円の利益を得ることになります。

次の(1)から(4)までの各問いに答えなさい。

(1) ２００９年１１月に１ドル＝９０円で，１０００ドル買って，２０１０年４月に１ドル＝９５円で

すべて売ったとすると利益はいくらでしょうか。

【解答】

(2) ２００９年１１月に１ドル＝９０円で，１５００ドル買って，２００９年１２月に１ドル＝８６円で

すべて売ったとすると利益はいくらでしょうか。

【解答】

（円）
アメリカドル為替レートの変動

（年／月）

第１学年 １ 正の数・負の数
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



(3) １０００ドルを，５か月に分けて，それぞれ２００ドルずつ買いました。それぞれの月の

１ドルの価格は，２００９年１１月１ドル＝９０円，２００９年１２月１ドル＝８６円，２０１０年

１月１ドル＝９３円，２０１０年２月１ドル＝８９円，２０１０年３月１ドル＝８８円でした。

その１０００ドルを，２０１０年５月に１ドル＝９１円で，すべて売ったとすると，利益はい

くらでしょうか。

【解答】

(4) ２００９年１１月に１ドル＝９０円で，２０００ドル買って，２００９年１２月に１ドル＝８６円で

すべて売った場合と，２０１０年１月に１ドル＝９３円で，２０００ドル買って，２０１０年３月

に１ドル＝８８円ですべて売った場合では，どちらが損失が多いでしょうか。

【解答】

第１学年 １ 正の数・負の数
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題④

１ 太郎さんと花子さんが，１つのさいころを交互に投げてゲームをします。

さいころの目が偶数のとき，出た目の数をたします。

さいころの目が奇数のとき，出た目の数をひきます。

５回の合計得点の多い方が勝ちです。

出た目の数をを次の表に表していきました。

回 数 １ ２ ３ ４ ５ 合計得点

太郎さんの出た目の数 ４ ５ １ ２ ２

花子さんの出た目の数 ５ ４ ３ ２

次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) 太郎さんの合計得点は何点ですか。

【解答】

(2) 花子さんが勝つためには，５回目のさいころの目が何でなければならないですか。

【解答】

２ 次に２つのさいころを同時に投げて，ゲームをしました。

さいころの出た目の数の差が偶数のとき，その差をたします。

さいころの出た目の数の差が奇数のとき，その差をひきます。

５回の合計得点の多い方が勝ちです。

出た目の数をを次の表に表していきました。

回 数 １ ２ ３ ４ ５ 合計得点

太郎さんの出た目の数 (２，３) (２，４) (１，１) (３，４) (１，３)

花子さんの出た目の数 (４，５) (１，２) (２，６) (１，４)

花子さんが勝つためには，５回目の２つのさいころの出た目が何でなければならないです

か。そのさいころの目の組をすべて答えなさい。
【解答】

第１学年 １ 正の数・負の数
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学

第１学年

１ 正の数・負の数

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第１学年 １ 正の数・負の数
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題①

(1) 【ポイント】

斜めに並んだ３つの数の和を求めると，

８＋５＋２＝１５ になる。

上の段の一番右の数は，

８＋１＋ ＝１５だから，６になる。

中の段の一番右の数は，

３＋５＋ ＝１５だから，７になる。

左の列の一番下の数は，

８＋３＋ ＝１５だから，４になる。

下の段は真ん中の数は，

４＋ ＋２＝１５だから，９になる。

【ポイント】

(2) 斜めに並んだ３つの数の和を求めると，

(－４)＋(－１)＋２＝－３ になる。

下の段の一番左の数は，

＋(－５)＋２＝－３だから，０になる。

中の段の一番左の数は，

＋(－１)＋(－３)＝－３だから，１になる。

右の列の一番上の数は，

＋(－３)＋２＝－３だから，－２になる。

上の段の真ん中の数は，

(－４)＋ ＋(－２)＝－３だから，３になる。

(3) 【ポイント】

斜めに並んだ４つの数の和を求めると，

(－５)＋０＋５＋１０＝１０ になる。

一番左の列の上から２番目の数は，

(－５)＋ ＋２＋７＝１０だから，６になる。

２段目の一番右の数は，

６＋０＋１＋ ＝１０だから，３になる。

３段目の左から２つ目の数は，

２＋ ＋５＋(－１)＝１０だから，４になる。

左から２番目の列の一番下の数は，

９＋０＋４＋ ＝１０だから，－３になる。

一番下の段の右から２番目の数は，

７＋(－３)＋ ＋１０＝１０だから，－４になる。

一番右の列の一番上の数は，

＋３＋(－１)＋１０＝１０だから，－２になる。

一番上の段の右から２番目の数は，

(－５ )＋９＋ ＋(－２)＝１０だから，８になる。

１

５３

２

８ ６

７

９４

－４

－１ －３

－５ ２

３

１

０

－２

－５ ９

０ １

２

７

５ －１

１０

８ －２

６ ３

４

－３ －４

第１学年 １ 正の数・負の数
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題②

月曜日の気温を仮に２０℃にして考えてみるといいよ。

曜日 月 火 水 木 金 土 日

前日との
－５ ＋３ －１ ＋４ ＋１

気温の差

気温(℃) ２０ １５ １８ １７ ２１ ２２

(1) 土曜日

(2) ２２℃－１５℃＝７℃

答え 温度差７℃

(3) ２８℃

曜日 月 火 水 木 金 土 日

前日との
－５ ＋３ －１ ＋４ ＋１

気温の差

気温(℃) ２８ ２３ ２６ ２５

(4)

曜日 月 火 水 木 金 土 日

前日との
－５ ＋３ －１ ＋４ ＋１ －２

気温の差

気温(℃) ２２ １７ ２０ １９ ２３ ２４ ２２

(２２＋１７＋２０＋１９＋２３＋２４＋２２)÷７

＝１４７÷７

＝２１

答え 平均気温２１℃

第１学年 １ 正の数・負の数
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題③

(1) ９５－９０＝＋５

＋５×１０００＝＋５０００（円）

答え 利益は５０００円

または，

答え ＋５０００円

(2) ８６－９０＝－４

－４×１５００＝－６０００（円）

答え 利益は－６０００円

または，

答え －６０００円

(3) ９１－９０＝＋１

９１－８６＝＋５

９１－９３＝－２

９１－８９＝＋２

９１－８８＝＋３

(＋１＋５－２＋２＋３)×２００

＝＋９×２００

＝＋１８００

答え 利益は１８００円

または，

答え ＋１８００円

(4) ８６－９０＝－４

－４×２０００＝－８０００（円）

８０００円の損失

８８－９３＝－５

－５×２０００＝－１００００（円）

１００００円の損失

８０００円－１００００円＝－２０００円

答え

１月に買って３月に売った方が

２０００円多く損失する。

このように，考えることもできるよ。

２００９年１１月に，９０×１０００＝９００００（円）買った。

２０１０年４月に，１０００×９５＝９５０００（円）で売った。

９５０００－９００００＝５０００（円）

５０００円の利益がでた。

このように，考えることもできるよ。

２００９年１１月に，９０×１５００＝１３５０００（円）

２００９年１２月に，１５００×８６＝１２９０００（円）

１２９０００－１３５０００＝－６０００（円）

６０００円の損をした。

このように，考えることもできるよ。

２００９年１１月に，９０×２００＝１８０００（円）

２００９年１２月に，８６×２００＝１７２００（円）

２０１０年１月に，９３×２００＝１８６００（円）

２０１０年２月に，８９×２００＝１７８００（円）

２０１０年３月に，８８×２００＝１７６００（円）。

１８０００＋１７２００＋１８６００＋１７８００＋１７６００＝８９２００

８９２００円

２０１０年５月に，１０００×９１＝９１０００（円）

９１０００－８９２００＝１８００（円）

利益は１８００円

このように，考えることもできるよ。

２００９年１１月に，９０×２０００＝１８００００（円）

２００９年１２月に，２０００×８６＝１７２０００（円）

１７２０００－１８００００＝－８０００

８０００円の損失

２０１０年１月に，９３×２０００＝１８６０００（円）

２０１０年３月に，２０００×８８＝１７６０００（円）

１７６０００－１８６０００＝－１００００

１００００円の損失

１月に買って３月に売った方が２０００円多く損失する。

第１学年 １ 正の数・負の数
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 １ 正の数・負の数

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題④

１

(1) （＋４）＋（－５）＋（－１）＋（＋２）＋（＋２）
＝４－５－１＋２＋２
＝２

答え 合計得点 ２点

(2) 花子さんの４回目までの合計得点は，

（－５）＋（＋４）＋（－３）＋（＋２）

＝－５＋４－３＋２

＝－２

太郎さんに勝つためには，５点以上の得点をたさなければいけない。

奇数の目はひくことになるので，偶数の目でなければならない。

偶数の目で５点以上は，６の目だけである。

答え ６の目

２ 目の数を，正の数・負の数で表すと，次の表になります。

回 数 １ ２ ３ ４ ５ 合計

太郎さんの出た目の数 －１ ＋２ ０ －１ ＋２

花子さんの出た目の数 －１ －１ ＋４ －３

太郎さんの合計得点は，

(－１)＋(＋２)＋(０)＋(－１)＋(＋２)＝＋２

で，２点

花子さんの４回目までの合計得点は，

(－１)＋(－１)＋(＋４)＋(－３)＝－１

で，－１点

花子さんが勝つためには，４点以上の得点をたさなければいけない。

奇数はひくことになるので，偶数でなければならない。

出た目の差は，０から５までの場合がある。

つまり，差が４でなければ勝つことができない。

差が４になる２つのさいころの目は，(１，５)または(２，６)である。

答え (１，５)(２，６)

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

中学校数学

第１学年

２ 文字の式

[問題]

中学校

年 組 号 氏名

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ 次の式を，記号×，÷を使わないで，表しなさい。

３× x × x －(x ＋２)÷５ 【解答】

２ 次の(1)，(2)の数量を表す式を書きなさい。

(1) １０００円を出して，１個 x 円のケーキを５個買ったときのおつり

【解答】

(2) 学級全体の人数が x 人の学級で，その７％がかぜで欠席したときの欠席者の人数

【解答】

３ x ＝－３のとき，５－３ x の値を求めなさい。

【解答】

２０
４ x ＝－４のとき，x ２－ の値を求めなさい。

x

【解答】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

１ 次の(1)から(3)までの式を計算しなさい。

(1) ９ x －８－４ x ＋５

【解答】

(2) ３ x －(７ x －５)

【解答】

(3) －５ x ＋２－(－３ x ＋８)

【解答】

２ 次の２つの式をたしなさい。

また，左の式から，右の式をひきなさい。

３ x －５，１０ x ＋５

【たす】 【ひく】

【解答】 【解答】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

６ ÷ －
２

３
x

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題③

次の(1)から(5)までの式を計算しなさい。

(1) ２(３ x －１)＋３(x ＋４)

【解答】

(2) ５(x －３)－２(x ＋１)

【解答】

３ x －１０
(3) １５×

３

【解答】

(4)

【解答】

７
(5) (２８ x －２１)÷

２

【解答】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題④

１ 次の(1)から(3)までの数量の関係を等式に表しなさい。

(1) １個 a 円のりんごを５個と，１個 b 円のみかんを３個買うと，代金は７４０円である。

【解答】

(2) 片道５kmの道のりを往復するのに，行きは時速 a km，帰りは時速 b kmで歩いたら，

あわせて３時間かかった。

【解答】

(3) ３人の得点が，それぞれ，a 点，a 点，b 点であるとき，３人の平均点は c 点であった。

【解答】

２ 次の(1)，(2)の数量の関係を，不等式で表しなさい。

(1) ５人の生徒が a 円ずつ出すと，合計が２０００円以上になる。

【解答】

(2) 姉は a 円，妹は b 円持っている。

２人の金額を合わせても，定価 c 円の品物を買うことができなかった。

【解答】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

中学校数学

第１学年

２ 文字の式

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

x２－
x

２０

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題①

１

【ポイント】

３× x × x －(x ＋２)÷５ 省略できるのはかけ算の記号だけだよ。

同じ文字があるときは，指数を使って書くよ。

x ＋２ わり算は，記号を使わないで，分数の形で書くよ。
３ x ２－

５

２

(1) １０００－５ x （円） 【ポイント】

(おつり)＝(出したお金)－(買い物した金額)

７
(2) x （人） 【ポイント】

１００

または， ７％を分数や小数に表してから考えるといいよ。

０．０７ x （人） (欠席者の人数)＝(学級全体の人数)×(欠席者の割合)

３ ５－３ x

＝５－３× x

＝５－３×(－３)

＝５＋９

＝１４

【ポイント】

４ 代入する前に，省略してある記号を使って

書き直すと分かりやすいよ。
＝ x × x －２０÷ x

＝(－４)×(－４)－２０÷(－４)

＝１６－(－５)

＝１６＋５

＝２１

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題②

１

(1) ９ x －８－４ x ＋５

＝９ x －４ x ＋５－８

＝５ x －３

【ポイント】

(2) ３ x －(７ x －５) かっこの前が－のときは，かっこの中の各項

＝３ x －７ x ＋５ の符号を変えたものの和として表したよ。

＝－４ x ＋５ －( ７ x －５)

符号を変える

＋(－７ x ＋５)

＝－７ x ＋５

(3) －５ x ＋２－(－３ x ＋８) －(－３ x ＋８)

＝－５ x ＋２＋３ x －８ 符号を変える

＝３ x －５ x ＋２－８ ＋(＋３ x －８)

＝－２ x －６ ＝＋３ x －８

２ 【たす】 【ひく】

(３ x －５)＋(１０ x ＋５) (３ x －５)－(１０ x ＋５)

＝３ x －５＋１０ x ＋５ ＝３ x －５－１０ x －５

＝３ x ＋１０ x ＋５－５ ＝３ x －１０ x －５－５

＝１３ x ＝－７ x －１０

または， または，

３ x －５ ３ x － ５ 【ポイント】
－ －

＋） １０ x ＋５ －） １０ x ＋ ５ ひき算の時は，

１３ x －７ x －１０ ひき算の記号を消し，

下の式の項を符号を変

えてから計算すると，

間違いが少ないよ。

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

－
２

３

－
３

２

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題③

(1) ２(３ x －１)＋３(x ＋４)

＝６ x －２＋３ x ＋１２

＝６ x ＋３ x ＋１２－２

＝９ x ＋１０

(2) ５(x －３)－２(x ＋１)

＝５ x －１５－２ x －２

＝５ x －２ x －１５－２

＝３ x －１７

5 ３ x －１０
(3) １５×

３
1

＝５×(３ x －１０)

＝１５ x －５０

(4) ６ x ÷

2
＝６ x ×

1
＝－４ x

７
(5) (２８ x －２１)÷

２

２
＝(２８ x －２１)×

７

4 ２ 3 ２
＝２８ x × －２１×

７1 ７1

＝８ x －６

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題④

１

(1) ５ a ＋３ b ＝７４０

５ ５ 【ポイント】
(2) ＋ ＝３

a b (時間)＝(道のり)÷(速さ)

２ a ＋ b 【ポイント】
(3) ＝ c

３ (平均点)＝(全員の合計点数)÷(人数)

全員の合計点数は，平均点の３倍になる。

２ a ＋ b ＝３ c

の式もあるよ。

２

(1) ５ a ≧２０００ 【ポイント】

２０００円は，５人が a 円出しあったお金以下である。

２０００≦５ a

５人で a 円出しあうと，２０００円の物が買える。

５ a －２０００≧０

もあるよ。

(2) a ＋ b ＜ c

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学

第１学年

２ 文字の式

[問題]

中学校

年 組 号 氏名

第１学年 ２ 文字の式
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ １辺の長さが a cmの立方体があります。

４ a は，１つの面（正方形）の周の長さを表しています。

次の(1)，(2)の式は，何を表していますか。

(1) ６ a ２

【解答】

(2) a ３

【解答】

２ ３人の兄弟がいます。兄の身長は a cm，弟の身長は b cm，妹の身長は c cmです。

次の(1)から(3)までの関係を表す式は，何を表していますか。

(1) a － b ＝１０

【解答】

a ＋ c
(2) ＝ b

２

【解答】

(3) a ＜ b ＋ c

【解答】

a cm

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

下の図のように，同じ長さの棒を並べて，正方形を作ります。

次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) 正方形を３個作るとき，棒は何本必要ですか。

【解答】

(2) 正方形を７個作るとき，棒は何本必要ですか。

【解答】

(3) 正方形を n 個作るとき，必要な棒の本数を，n を使って表しなさい。

また，その式をどのようにして求めたか，その考え方を図やことばを使って，説明しなさ

い。

【解答】 【説明】

【式】

(4) 正方形が１００個のとき，棒は何本必要ですか。 【解答】

・・・

・・・

第１学年 ２ 文字の式
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題③

太郎さんと花子さんがご石を使って，五目並べをして遊んでいるときのことでした。

太郎さん：「このご石を使って正方形を作ろう。」

と言って，正方形を作りました。

太郎さん：「このように１辺に４個並べると，全部でご石が１２個必要だ。」

太郎さん：「１辺に１０個並べると，全部でご石が何個必要かな。」

と言って，並べ始めました。

花子さん：「太郎さん，ご石は，全部で９×４だから３６個必要よ。」

と言いました。

太郎さん：「並べなくても何でわかったの。」

すると，花子さんは，図を書いて説明しました。

(1) 次の【図】に花子さんの考えを示す図をかきなさい。

また，花子さんの考えをことばを使って説明しなさい。

【解答】

【図】 【説明】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

(2) 花子さんは，「他にも考え方があるのよ。」と言って，【別の図】をかいて説明しました。

花子さんの別の考えをことばで説明しなさい。

【別の図】 【解答】

(3) 他にも考え方があります。その考えをわかるように図にかき込み，式に表しましょう。

【解答】

【式】

【解答】

【式】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題④

太郎さんと花子さんが，2010年６月のカレンダーをながめていたときの会話です。

太郎さん：「花子さん。カレンダーを見ていて気付いたんだけど。

ここに並んでいる数字をよく見ると規則的に並んでいると思うんだ。」

花子さん：「それはどういうことなの？」

太郎さん：「それはね，例えば，１８の下にある数字は２５で，１８よりも 大きい数に

なっている。これと同じことが，他の数字でも言えるんだ。」

花子さん：「ほんとだわ。」

太郎さん：「それにね，１８の上にある数字は１１で，１８よりも になっている。

これと同じことが，他の数字でも言えるんだ。」

花子さん：「太郎さん，すごい発見よ。」

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２

１ ３ １ ４ １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９

２ ０ ２ １ ２ ２ ２ ３ ２ ４ ２ ５ ２ ６

２ ７ ２ ８ ２ ９ ３ ０

(1) 太郎さんの会話の ア に入る数字を答えなさい。
【解答】

(2) 会話文中の下線部分（ ）を参考にして にあてはまることばを

答えなさい。
【解答】

(3) 会話文のような規則性を発見した太郎さんは，カレンダー内のある数字を文字 x とし，

その上にある数字と，その下にある数字を文字 x を使った式に表しました。それぞれどの

ような式に表したか答えなさい。
【解答】

x の上にある数字を表す式

x の下にある数字を表す式

ア

イ

イ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題⑤

花子さんと太郎さんが，2010年６月のカレンダーをながめていたときの会話です。

花子さん：「太郎さん。カレンダーを見ていて気付いたんだけど，

縦に並んでいる３つの数字の和を求めてみてよ。」

太郎さん：「８，１５，２２の３つの数字の和は， ア になるよ。」

花子さん：「５，１２，１９の３つの数字の和は，３６になるわよね。

太郎さん，その他の数字の和も求めてみてよ。」

太郎さん：「２，９，１６の３つの数字の場合は，２７だったよ。

１，８，１５の３つの数字の場合は，・・・・。」

花子さん：「全部やっていくと気付くと思うんだけど。カレンダーでは，縦に並んだ３つの

数字の和には，ある共通点があるの。太郎さん，何だと思う。」

太郎さん：「うん・・・？ わかんないよ。」

花子さん：「カレンダーでは，縦に並んだ３つの数字の和は，

必ず イ の倍数になるのよ。」

太郎さん：「花子さん，すごい。本当にすべてなってるよ。」

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２

１ ３ １ ４ １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９

２ ０ ２ １ ２ ２ ２ ３ ２ ４ ２ ５ ２ ６

２ ７ ２ ８ ２ ９ ３ ０

(1) ア には，どんな数が入るか答えなさい。

【解答】

(2) イ には，どんな数が入るか答えなさい。

【解答】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

(3) 他に，数字を囲んで，カレンダーに並んでいる数字についての性質を見つけなさい。

また，見つけたことがわかるように，カレンダーに図で示し，説明を書きなさい。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２

１ ３ １ ４ １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９

２ ０ ２ １ ２ ２ ２ ３ ２ ４ ２ ５ ２ ６

２ ７ ２ ８ ２ ９ ３ ０

【解答】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

中学校数学

第１学年

２ 文字の式

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題①

１

(1) a ２は，(１辺)×(１辺)で，１つの面（正方形）の面積を表している。

a ２の６倍なので，正方形６つ分の面積になる。

つまり，この立方体の表面積になる。

(2) a ３は，(１辺)×(１辺)×(１辺)になるので，立方体の体積を表している。

２ （解答例）

(1) 兄の身長と弟の身長の差が，１０cmである。

【ポイント】

身長の差が１０cmだから，次のようにも考えられるよ。

・兄の身長は，弟の身長より１０cm高い。

・弟の身長は，兄の身長より１０cm低い。

(2) 兄の身長と妹の身長を平均すると，弟の身長になる。

(3) 兄の身長は，弟の身長と妹の身長の合計より低い。

【ポイント】

b ＋ c ＞ a と考えると，

弟の身長と妹の身長の合計は，兄の身長より高い。

とも言えるよ。

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題②

(1) １０本

(2) ２２本

(3) 【式】は，すべて３ n ＋１となる。考え方として主なものを例示すると，

例１ 正方形が n 個できる。 正方形が n 個

１つの正方形に４本の棒が必要。

n ×４＝４ n（本）

右の円を見ると分かるように，

取り出した（n －１）本の棒が

２回数えられたことになる。

したがって，

４ n －(n －１)

＝４ n － n ＋１

＝３ n ＋１（本） n －１（本）

例２ 右の図のようにコの字型の図形 コの字型が n 個

n 個できる。

コの字型の図形は，３本の棒が必要。

n ×３＝３ n（本）

コの字型で囲めなかった棒が１本

あるので，それをたす。

３ n ＋１（本）

例３ １つ正方形が増えると，棒が３本 コの字型が n －１個

コの字型の分増える。

そのコの字型は n －１個できる。

コの字型の図形は，３本の棒が必要。

(n －１)×３＝３(n －１)（本）

これに，最初の正方形の４本をたす。

３(n －１)＋４＝３ n ＋１（本）

(4) 上の式の n に１００を当てはめて考えると，

３ n ＋１

＝３×１００＋１

＝３０１ 答え ３０１本

・・

・・

・・・

・・・

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題③

(1) １辺に並んでいるご石の１０個並んでいる。

１辺に並んでいるご石を９個で囲んでいくと，

ちょうど，４つの囲みができる。

だから，必要なご石の数は，

９×４＝３６

で，３６個必要になる。

(2) （解答例）

１辺には，１０個のご石が並んでいるので，

辺に沿って１０個ずつ囲んでいくと，ちょうど，

４つの囲みができる。

ご石の個数は，１０×４＝４０（個）

しかし，角の４つのご石は２回数えたことになるので，

４０個からその４個をひいてあげると，

必要なご石の個数を求めることができる。

(3) （解答例）

例１ ８×４＋４ 例２ １０＋９×２＋８ 例３ １０×２＋２×８

例４ １０２－８２ 例５ １０×２＋８×２ 例６ ３×４＋６×４

１辺に１０個

９個

８個

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題④

(1) ７

(2) ７小さい数

(3) x の上にある数字を表す式（ x －７ ）

x の下にある数字を表す式（ x ＋７ ）

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題⑤

(1) ４５

【ポイント】

(2) ３ ９の倍数にはならないよ。

４，１１，１８の３つの数の和は３３で，９の倍数ではないからね。

すべてについて，必ず言えることは，３の倍数だよ。

(3) ①斜めに並んだ３つの数字の和は， ②横に並んだ５つの数字の和は，

真ん中の数字の３倍になる。 真ん中の数字の５倍になる。

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ ２７ ２８ ２９ ３０

③１週間の数字の和は， ④十字に囲んだ５つの数字の和は，

水曜日の７倍になる。 真ん中の数字の５倍になる。

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ ２７ ２８ ２９ ３０

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ２ 文字の式

⑤９つの囲んだ数字の和は， ⑥×印で囲まれた５つの数字の和は，

真ん中の数字の９倍になる。 真ん中の数字の５倍になる。

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ ２７ ２８ ２９ ３０

他にもあるので，探してみよう。

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学

第１学年

３ 方程式

[問題]

中学校

年 組 号 氏名

第１学年 ３ 方程式
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



３

１
x＝－４

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ 次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) 次の方程式のうち，５が解であるものを，すべて選び①から③の番号で答えなさい。

① x ＋９＝１４ ② ３ x －８＝－７ ③ x ＋２＝４ x －１３

【解答】

(2) 等式の性質を使って次の①，②の方程式を解きます。次の に，あてはまる数や

ことばを入れなさい。

① x ＋５＝１１ ② ２ x ＝－１８

両辺から をひいて， 両辺を

２ x －１８
x ＋５－ ＝１１－ ＝

x ＝ x ＝

２ 次の(1)から(4)までの方程式を，等式の性質を使って解きなさい。

(1) x －７＝－９ (2) x ＋６＝－２

(3) (4) －５ x ＝－６０

第１学年 ３ 方程式
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

次の(1)から(6)までの方程式を解きなさい。

(1) ２ x ＋３＝９ (2) ５ x －４＝６

【解答】 【解答】

(3) －４ x ＋３＝１５ (4) ７ x ＋１５＝３ x －５

【解答】 【解答】

(5) ７ x ＋３＝１２ x ＋３ (6) １８－２ x ＝８＋３ x

【解答】 【解答】

第１学年 ３ 方程式
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題③

次の(1)から(4)までの方程式を解きなさい。

(1) ４ x ＋１＝３(x ＋２) (2) ５－２(５ x －２)＝１９

【解答】 【解答】

(3) (4)

【解答】 【解答】

２
＝

４

x＋１ x－３

４
＝

３

２x－２
x＋２

第１学年 ３ 方程式
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題④

１ 次の方程式を解きなさい。

０.７ x －１.４＝０.３ x ＋０.２

【解答】

２ 次の(1)，(2)の比例式を解きなさい。

(1) x：２１＝３：７

【解答】

(2) ９：４＝２：x

【解答】

３ ２０００円で，バラ６本と５００円のサボテンを買ったら，おつりは３００円でした。

バラ１本の値段はいくらでしょう。

【解答】

第１学年 ３ 方程式
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学

第１学年

３ 方程式

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第１学年 ３ 方程式
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題①

１

(1) ① と ③

① ② ③

x に５を代入すると x に５を代入すると x に５を代入すると

左辺 x ＋９＝５＋９ 左辺 ３ x －８＝３×５－８ 左辺 x ＋２＝５＋２

＝１４ ＝１５－８ ＝７

よって ＝７ 右辺 ４ x －１３＝４×５－１３

左辺＝右辺 よって ＝２０－１３

左辺≠右辺 ＝７

よって 左辺＝右辺

(2)

① x ＋５＝１１ ② ２ x ＝－１８

両辺から ５ をひいて， 両辺を ２でわると

２ x －１８
x ＋５－ ５ ＝１１－ ５ ＝

２ ２

x ＝ ６ x ＝ －９

２

(1) x －７＝－９ 【ポイント】 (2) x ＋６＝－２ 【ポイント】

x －７＋７＝－９＋７ 左辺を x だけに x ＋６－６＝－２－６ 左辺を x だけに

x ＝－２ するために x ＝－８ するために

両辺に７をたす 両辺から６をひく

といいよ。 といいよ。

１ 【ポイント】 【ポイント】
(3) x ＝－４ (4) －５ x ＝－６０

３ 左辺を x だけに 左辺を x だけに

１ するために －５ x －６０ するために
x ×３＝－４×３ ＝

３ 両辺に３をかける －５ －５ 両辺を－５でわる

x ＝－１２ といいよ。 x ＝１２ といいよ。

第１学年 ３ 方程式
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■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題②

(1) ２ x ＋３＝９ 【方程式を解くための手順】

２ x ＝９－３ ・右辺の文字の項は，左辺に

２ x ＝６ 左辺の数の項は，右辺に移項する。

x ＝３ ※移項するとき，符号が変わることに注意

・文字の項と数の項をそれぞれ計算し，

ax ＝ b

(2) ５ x －４＝６ とする。

５ x ＝６＋４ ・x の係数 a で両辺をわる。

５ x ＝１０

x ＝２

(3) －４ x ＋３＝１５

－４ x ＝１５－３

－４ x ＝１２

x ＝－３

(4) ７ x ＋１５＝３ x －５

７ x －３ x ＝－５－１５

４ x ＝－２０

x ＝－５

(5) ７ x ＋３＝１２ x ＋３

７ x －１２ x ＝３－３

－５ x ＝０ 【ポイント】

x ＝０ ０は何でわっても０になるよ。

(6) １８－２ x ＝８＋３ x

－２ x －３ x ＝８－１８

－５ x ＝－１０

x ＝２
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４
＝

３

２x－２
x＋２

４

－２
×１２＝

３

２
＋２ ×１２

x
x

( －２)×３x ＝
３

２
x×１２＋２×１２

３ －６＝８ ＋２４x x

３ －８ ＝ ＋６x x ２４

－５ ＝３０x

x＝－６

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題③

(1) ４ x ＋１＝３(x ＋２) 【ポイント】

４ x ＋１＝３ x ＋６ 分配法則の考えを使ってるよ。

４ x －３ x ＝６－１

x ＝５ a (x ＋ y )＝ a x ＋ a y

(2) ５－２(５ x －２)＝１９

５－１０ x ＋４＝１９

－１０ x ＝１９－５－４

－１０ x ＝１０

x ＝－１

(3) 【ポイント】

分母の最小公倍数を両辺にかけると

分母をはらうことができて簡単になるよ。

ここでは，等式の性質を使ってるよ。

(4)

２
＝

４

x＋１ x－３

２

＋１
×４＝

４

－３
×４

x x

（ ＋１）×２＝ －３x x

２ ＋２＝ －３x x

２x－x＝－３－２

＝－５x

例えば，

４

３
では，４の倍数をかけると分母がはらえます。

４

３
×４＝３

４

３
×８＝６

４

３
×１２＝９

３

２
では，３の倍数をかけると分母がはらえます。

３

２
×３＝２

３

２
×６＝４

３

２
×９＝６

４

３
と
３

２
では，４をかけても両方の分母を一度に

はらうことはできません。

４

３
×４＝３

３

２
×４＝

３

８

そこで，両方の分母を一度にはらうためには，
分母の最小公倍数をかける必要があるのです。
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■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題④

１

【解法①】

０.７ x －１.４＝０.３ x ＋０.２

０.７ x －０.３ x ＝０．２＋１.４

０.４ x ＝１.６

x ＝４

【解法②】 【ポイント】

０.７ x －１.４＝０.３ x ＋０.２ 両辺に１０をかけることで，小数が

７ x －１４＝３ x ＋２ ふくまれている式からふくまれな

７ x －３ x ＝２＋１４ い式になおすことができるよ。

４ x ＝１６

x ＝４

２

(1) x：２１＝３：７ 【ポイント】

７ x ＝６３ 比例式の性質より

x ＝９ 内項の積と外項の積は等しくなるよ。

a：b ＝ c：d → ad ＝ bc

(2) ９：４＝２：x

９ x ＝８

８
x ＝

９

３ バラ１本の値段を x 円とすると，

２０００－(６ x ＋５００)＝３００

２０００－６ x －５００＝３００

－６ x ＝３００＋５００－２０００

－６ x ＝－１２００

x ＝２００

バラ１本の値段は２００円

第１学年 ３ 方程式
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中学校数学

第１学年

３ 方程式

[問題]

中学校

年 組 号 氏名
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■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ 太郎さんは，お母さんのお使いで，１０００円持って買い物に行きました。

頼まれたジュースを６本と３００円のケーキを１個買うと，おつりが２２０円でした。

お使いから帰って来ると，太郎さんはお姉さんからジュース１本はいくらだったのと聞かれ，

ジュース１本の値段を求めることにしました。

次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) 太郎さんは，ジュース１本の値段を x 円とし，ジュースとケーキの代金と，おつりを

すべてたすと１０００円になることに着目して，方程式をたてて求めることを考えました。

左辺に入る式を答えなさい。

【解答】

＝１０００

(2) お姉さんは，ジュースとケーキの代金を支払うのに，１０００円出したときのおつりが

２２０円であったことに着目して，方程式をたてて求めることを考えました。

左辺に入る式を答えなさい。

【解答】

＝２２０

２ サッカー選手の本田さんが，

「ぼくの背番号は，２倍して９をたしても，３倍して９をひいても，同じ数になるよ。」

と言いました。

本田さんの背番号は何番でしょうか。

方程式をつくり，本田さんの背番号を求めなさい。ただし，答えを求めるまでの過程

も書きなさい。

【解答】

本田さんの背番号は 番

第１学年 ３ 方程式
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■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

パン屋さんで買い物をします。

右の絵を見て，次の(1)から(3)までの

各問いに答えなさい。

(1) あんパンを３個，クロワッサン 個買うと,

８００円になりました。

方程式をつくり，クロワッサンの個数を求めなさい。

ただし，答えを求めるまでの過程も書きなさい。

【解答】

(2) パンの種類と値段をもとにして，方程式が，１０００－１２０ x ＝１６０となるように

問題をつくりなさい。

【問題文】

x

メロンパン

１５０円

クロワッサン

１１０円

あんパン

１２０円

第１学年 ３ 方程式
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(3) 他に，パンの値段と個数についての方程式をたてて解くことができる問題をつくり，

その問題を解き，答えまで求めなさい。

ただし，答えを求めるまでの過程も書きなさい。

【問題文】

【解答】

第１学年 ３ 方程式
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■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題③

次郎さんは，天山へ登山に行きました。天山のふもとを１０時に出発し，から分速５０ｍで

登りはじめました。途中，ときどき休憩をしました。その休憩の合計時間は，２０分でした。
けい

山頂に着き，食事と自由行動の時間を９０分とりました。帰りは，同じ道を分速８０ｍで下り

ました。途中，合計時間３０分の休憩をとり，出発した場所に１４時３０分に帰ってきました。

次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。

(1) ふもとから山頂までの道のりを x ｍとして，登りにかかった時間（休憩を除く）を x の

式で表しなさい。

【解答】

(2) ふもとから山頂までの道のりを x ｍとして，下の図に当てはまる数や式を書きなさい。

ふもと 山頂 ふもと

出発 分速( )ｍ 分速( )ｍ 到着

( )時 ( )時( )分

登り
＋

休憩 昼食・自由行動 下り
＋

休憩
けい

( )分 ( )分 ( )分 ( )分 ( )分

(3) ふもとから山頂までの道のりを x ｍとして，登りはじめから下りてくるまでにかかった

時間についての方程式をつくり，ふもとから山頂までの道のりを求めなさい。

【解答】

ふもとから山頂までの道のり ｍ

第１学年 ３ 方程式
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■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題④

クラスで写真撮影をします。何列にするかを決め，横に並ぶ人数を変えてみることにしまし

た。横に並ぶ人数を７人にすると，最後の列は３人になりました。横に並ぶ人数を６人にする

と，１人余ったので最後の列を１人増やして７人にしました。

次の(1)から(5)までの各問いに答えなさい。

(1) 横に並ぶ人数を７人にするとき，最後の列が３人になることから，並ぶ列の数を x 列と

して，クラスの人数を x の式で表しなさい。

【解答】

(2) 横に並ぶ人数を６人にするとき，最後の列が７人になることから，並ぶ列の数を x 列と

して，クラスの人数を x の式で表しなさい。

【解答】

(3) (1)，(2)から，クラスの人数についての方程式をつくり，列の数を求めなさい。

【解答】

第１学年 ３ 方程式
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(4) クラスの人数を求めなさい。

【解答】

(5) クラスの人数を x 人として，方程式をつくり，クラスの人数と列の数を求めなさい。

【解答】

方程式

クラスの人数 人 列の数 列

第１学年 ３ 方程式
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中学校数学

第１学年

３ 方程式

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第１学年 ３ 方程式
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■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題①

１

(1) ６ x ＋３００＋２２０ 【ポイント】

買い物をした代金とおつりの和が，

持っていった金額になるよ。

(2) １０００－(６ x ＋３００) 【ポイント】

持っていった金額から買い物をした金額を

ひいた残りが，おつりになるよ。

２ 本田さんの背番号を x 番とすると，

２ x ＋９＝３ x －９

２ x －３ x ＝－９－９

－ x ＝－１８

x ＝１８

本田さんの背番号は １８番

第１学年 ３ 方程式
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■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題②

(1) １２０×３＋１１０ x ＝８００ 【ポイント】

３６０＋１１０ x ＝８００ 「買い物した代金が８００円になった。」

１１０ x ＝８００－３６０ と考えると，方程式がつくりやすいよ。

１１０ x ＝４４０ 買い物したのは，１２０円のあんパン３個

x ＝４ １２０×３＝３６０(円)と１１０円のクロワッサン x 個

１１０× x ＝１１０ x(円)だよ。

(2) １０００円を持ってパン屋に行き， 【ポイント】

１個１２０円のあんパンを何個か買っ 方程式の１２０が図の中のあんパン１個の

たら，おつりが１６０円でした。 値段になっているので１２０ x は，１２０円

あんパンを何個買ったでしょうか。 のあんパンを x 個買ったときの代金だよ。

１０００から１２０ x をひいているので，

１０００円出したときのおつりが１６０円だ

ったと考えることができるよ。

(3) (1)や(2)の問題文を参考にし，買い物するときのことを考えてみると

いろいろな問題が作れます。（下記の①②③以外も考えられます。）

① １０００円を持ってパン屋に行き，メロンパンを何個か買ったら，おつりが１００円でした。

メロンパンを何個買ったでしょうか。

メロンパンの個数を x 個とすると，

１０００－１５０ x ＝１００

－１５０ x ＝１００－１０００

－１５０ x ＝－９００

x ＝６ メロンパンの個数は６個

② １０００円を持ってパン屋に行き，クロワッサン２個とメロンパン２個とあんパンを何個か

買ったら，ちょうど買うことができました。

あんパンを何個買ったでしょうか。

あんパンの個数を x 個とすると，

１１０×２＋１５０×２＋１２０ x ＝１０００

１２０ x ＝１０００－２２０－３００

１２０ x ＝４８０

x ＝４ あんパンの個数は４個

③ ２０００円を持ってパン屋に行き，メロンパンとあんパンとクロワッサンをセットにして，

何セットか買ったら，おつりが１００円でした。。

何セット買ったでしょうか。

メロンパンとあんパンとクロワッサンを x セット買ったとすると，

(１５０＋１２０＋１１０)× x ＝２０００－１００

３８０ x ＝１９００

x ＝５ ５セット買った
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■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題③

x
(1) 分

５０ 【ポイント】

（時間）＝（道のり）÷（速さ）

(2)

ふもと 山頂 ふもと

出発 分速（５０）ｍ 分速（８０）ｍ 到着

（１０）時 （１４）時（３０）分

登り
＋

休憩 昼食・自由行動 下り
＋

休憩

x x
（ ）分 （２０）分 （９０）分 （ ）分 （３０）分

５０ ８０

(3) x x
＋２０＋９０＋ ＋３０＝２７０

５０ ８０

x x
＋ ＝２７０－２０－９０－３０

５０ ８０

x x
＋ ＝１３０

５０ ８０

両辺に４００をかけると

８ x ＋５ x ＝５２０００

１３ x ＝５２０００

x ＝４０００

ふもとから山頂までの道のりは４０００ｍ

第１学年 ３ 方程式
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■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題④

(1) ７ x －４ 【ポイント】

７人ずつ並んだとすると，並ぶことができる人数は７ x 人

最後の列が３人なので，あと４人並ぶことができるよ。

生徒の人数は，並ぶことができる人数より４人少ないこと

になるよ。

(2) ６ x ＋１ 【ポイント】

６人ずつ並んだとすると，並ぶことができる人数は６ x 人

最後の列が７人なので，１人余ることになるよ。

生徒の人数は，並ぶことができる人数より１人多いことに

なるよ。

(3) ７ x －４＝６ x ＋１

７ x －６ x ＝１＋４

x ＝５

列の数は，５列

(4) ７×５－４＝３１ クラスの人数は，３１人

(5) x ＋４ x －１
＝

７ ６

両辺に分母の最小公倍数４２をかけると

６(x ＋４)＝７( x －１)

６ x ＋２４＝７ x －７

６ x －７ x ＝－７－２４

－ x ＝－３１

x ＝３１

(３１＋４)÷７＝５ または，(３１－１)÷６＝５

クラスの人数は，３１人 列の数は，５列

第１学年 ３ 方程式
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

中学校数学

第１学年

４ 比例と反比例

[問題]

中学校

年 組 号 氏名

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ y ＝－２ x について，x の値に対応する y の値を求めて，下の表の に書き込みなさい。

x １ ２ ３ ４ ５ ・・・ １０

y ・・・

２ 次の表を見て，x と y の関係を式に表しなさい。 【解答】

x … －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ …

y … －１２ －９ －６ －３ ０ ３ ６ ９ １２ …

３ y は x に比例していて，x ＝２のとき y ＝－８である。x と y の関係を式に表しなさい。

【解答】

４ y は x に比例していて，x ＝９のとき y ＝１５である。x と y の関係を式に表しなさい。

【解答】

５ 変数 x のとる値が(1)から(3)のとき，x の変域を，不等号を使って表しなさい。また，

その変域を数直線上に表しなさい。

(1) x の値は，２以上５以下の数である。

【解答】

－５ ０ ５

(2) x の値は，１より大きく，５より小さい数である。

【解答】

－５ ０ ５

(3) x の値は，－２以上の数である。

【解答】

－５ ０ ５

x

x

x

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

y

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

１ 座標が次のような点を，右の図にかき入れなさい。

５

Ａ（４，３）

Ｂ（－３，５）

－５ Ｏ ５

－５

２ 次の(1)，(2)の比例のグラフをかきなさい。

５

(1) y ＝３ x

(2) y ＝－ x

－５ Ｏ ５

－５

３ 次の(1)，(2)の比例のグラフをかきなさい。

５

(1)

（2) －５ Ｏ ５

－５

４ 下の図の直線(1)，(2)は，それぞれ比例のグラフである。

これらのグラフの式をかきなさい。

(1)
【解答(1)】

【解答(2)】

(2)

x

x

x

x

y

y

xy
４

３
＝

xy
５

２
＝－

y

－５ Ｏ

－５

５

５

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

y y

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題③

１ について，x の値に対応する y の値を求めて，下の表の にすべて書き込み

なさい。

x … －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ …

y … × …

２ 次の(1)，(2)の反比例のグラフをかきなさい。

(1) (2)

５ ５

－５ Ｏ ５ －５ Ｏ ５

－５ －５

３ y は x に反比例していて，x ＝２のとき，y ＝４である。x と y の関係を式に表しなさい。

【解答】

４ y は x に反比例していて，x ＝３のとき，y ＝－５である。x と y の関係を式に表しなさい。

【解答】

x
y

６
＝

x
y

６
＝

x
y

８
＝－

x x

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題④

１ 次のアからエの x， y の関係で，比例の関係であるものと，反比例の関係であるものを

記号で答えなさい。

ア ５０円切手 x 枚を買ったときのを，代金 y 円とする。 【比例の関係】

イ 面積１０ｃｍ ２の長方形の縦の長さを x ｃｍ，横の長さを y ｃｍとする。

ウ １２０ページの本を，x ページ読んだときの残りを y ページとする。 【反比例の関係】

エ 時速３０ｋｍで，x 時間進んだときの道のりを y ｋｍとする。

２ 次のアからエの式で表される x， y の関係のうち，下の(1)から(3)にあてはまるものを
選び，記号で答えなさい。

ア y ＝３ x イ y ＝－２ x ウ エ

(1) グラフが原点を通る右下がりの直線である。 【解答】

(2) グラフが原点を通り，x の値が３増えると，y の値が２増える。 【解答】

(3) グラフが点（３，－１）を通る。 【解答】

３ 右の図の直線は，点（１，２）を通る比例のグラフである。

次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。

(1) このグラフの x と y の関係を式に表しなさい。【解答】

(2) 点Ａの x 座標が３のとき，点Ａの y 座標をかきなさい。

【解答】

(3) y 座標が１０のときの座標をかきなさい。 【解答】

（ ，１０ ）

xy
３

２
＝

x
y

３
＝－

１

２

３０

Ａ・

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

中学校数学

第１学年

４ 比例と反比例

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ x １ ２ ３ ４ ５ ・・・ １０

y －２ －４ －６ －８ －１０ ・・・ －２０

【ポイント】

y ＝－２ x に，x ＝１，２，３・・・を順に代入して，yの値を求めるよ。

例えば，x ＝１を代入すると，y ＝－２×１＝－２になるよ。

２ y ＝３ x 【ポイント】

x の値を３倍すると y の値になっているので，比例定数は３だね。

３ y ＝－４ x 【ポイント】

y は x に比例しているので，y ＝ a x と表されるね。

これに，x ＝２，y ＝－８を代入すると，

－８＝ a ×２

a ＝－８÷２

a ＝－４ よって，y ＝４ x になるよ。

５ 【ポイント】
４ y ＝ x

３ y は x に比例しているので，y ＝ a x と表されるね。

これに，x ＝９，y ＝１５を代入すると，

１５＝ a ×９

a ＝１５÷９

１５ ５ ５
a ＝ ＝ よって，y ＝ x になるよ。

９ ３ ３

５ 【ポイント】

数直線上の数の表し方

その数を含む時は●，その数を含まない時は○

と表したよ。

(1) ２≦ x ≦５

－５ ０ ２ ５

(2) １＜ x ＜５

－５ ０ １ ５

(3) x ≧－２，または，－２≦ x

－５ －２ ０ ５

x

x

x

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

【ポイント】

比例のグラフは，y ＝a x と表されるよ。

（１）は，点（１，３）を通るので，

３＝a ×１

a ＝３ よって，y ＝３x

（２）は，点（３，－２）を通るので，

－２＝a ×３

よって，

になるね。

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題②

１

２ (2) (1)

３

(1)

(2)
座標に分数の値が入ると，点がとりにくいね。

比例定数が分数の時は，x 座標を分母の倍数に

すると，y 座標が整数の値になるよ。

４ (1) y ＝３ x

２
(2) y ＝－ x

３

x

x

x

y

y

【ポイント】

Ａ（４，３）は，x＝４，y＝３になる点，

Ｂ（－３，５）は，x＝－３，y＝５になる点をとるといいよ。

【ポイント】

（１）は，例えば，原点と点（１，３）を通る直線をか

けばいいよ。

（２）は，例えば，原点と点（３，－３）を通る直線を

かけばいいよ。Ｏ

５

－５

５－５

Ｏ

５

－５

５－５

Ｏ

５

－５

５－５

Ａ

Ｂ

【ポイント】

（１）は，例えば，原点と点（４，３）を通る直線を

かけばいいよ。

（２）は，例えば，原点と点（５，－２）を通る直線

をかけばいいよ。

xy
３

２
＝－

３

２
＝－a

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

y

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題③

１

x ・・・ -6 -5 -4 -3 -2 -1 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ・・・

y ・・・ -1 -1.2 -1.5 -2 -3 -6 × ６ ３ ２ 1.5 1.2 １ ・・・

２ (1) (2)

５５

－５ Ｏ ５ －５ Ｏ ５

－５ －５

【ポイント】
８ a

３ y ＝ y は x に反比例するので，y ＝ と表されるよ。
x x

x y ＝８も可 これに，x ＝２，y ＝４を代入すると，
a

４＝
２

８
a ＝４×２＝８ よって，y ＝ だね。

x

【ポイント】
１５ a

４ y ＝－ y は x に反比例するので，y ＝ と表されるよ。
x x

x y ＝－１５も可 これに，x ＝３，y ＝－５を代入すると，

a
－５＝

３
１５

a ＝－５×３＝－１５ よって，y ＝－ だね。
x

x x

y

x
y

６
＝

＝－１
－６

６
＝y

【ポイント】

に，x＝－６，－５・・・を順に代入して，yの値を求めるよ。

例えば，x＝－６を代入すると，

になるよ。

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題④

１ 比例の関係 アとエ

反比例の関係 イ

２ (1) イ

(2) ウ

(3) エ

３ (1) y ＝２ x

(2) ６

(3) Ｂ（５，１０） 【ポイント】

y ＝２ x に，y ＝１０を代入すると，

１０＝２× x

x ＝１０÷２

x ＝５ よって，点Ｂの座標は（５，１０）だね。

【ポイント】

比例の式は，y ＝a x の形，

反比例の式は， の形になるよ。

だから，比例の式は（１）と（４），

反比例の式は（２）になるんだよ。

x

a
y＝

【ポイント】

グラフが原点を通る直線であるので，比例の式で，y ＝a x の形になる。

また，グラフが右下がりなので，x の係数が負であるものを選べばいいよ。

【ポイント】

x ＝３を代入したら，y ＝２になるものを選べばいいよ。

【ポイント】

x ＝３を代入したら，y ＝－１ になるものを選べばいいよ。

【ポイント】

y はx に比例するので，y ＝a x と表されるよ。

これに，x ＝１，y ＝２を代入すると，

２＝a ×１

a ＝２ よって，y ＝２x だね。

【ポイント】

y ＝２x に，x ＝３を代入すると，

y ＝２×３

＝６ よって，y 座標は６だね。

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

中学校数学

第１学年

４ 比例と反比例

[問題]

中学校

年 組 号 氏名

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

水が２８ℓ入る水そうに，毎分４ℓの割合で，いっぱいになるまで水を入れていきます。入れ

始めて x 分後の水の量を y ℓとするとき，次の(1)から(4)までの各問いに答えなさい。

x（分） ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

y（ℓ）

(1) x の値に対応する y の値をそれぞれ求めて，上の表の に書き込みなさい。

(2) y を x の式で表しなさい。また， x の変域も書きなさい。

【式】 【x の変域】

≦ x ≦

(3) 水そうの水が１０ℓになるのは，何分後ですか。

【解答】

分後

(4) x と y の関係をグラフに表しなさい。

y
(ℓ)

30

20

10

x
０ ５

(分)Ｏ

５

５

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

１辺が１０cmの正方形ＡＢＣＤがあります。点Ｐは，毎秒２cmの速さで，ＡからＢを通って

Ｃへ動きます。x 秒後の△ＡＰＤの面積を y ㎠とするとき，次の(1)から(4)までの各問いに答

えなさい。

(1) 点Ｐが辺ＡＢ上にあるとき，x 秒後のＡＰの長さを，x を使って表しなさい。

【解答】

ｃｍ

(2) 点Ｐが辺ＡＢ上にあるとき，y を x の式で表しなさい。
１０ｃｍ

また，x の変域も書きなさい。

【式】 【x の変域】

≦ x ≦

(3) x と y の関係をグラフに表しなさい。

y
(ｃｍ ２)

５０

４０

３０

２０

１０

x
０ ５ １０(秒）

(4) 点Ｐが辺ＡＢ上にあるときの△ＡＰＤの面積①と，点Ｐが辺ＢＣ上にあるときの△Ａ

ＰＤの面積②を比べたとき，わかることを書きなさい。

【解答】

Ａ

Ｄ Ｃ

ＢＰ

Ｏ

５

５ 10

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題③

太郎くんの家から学校までの道のりは１２００ｍあります。学校に行くときの速さを分速 x ｍ，

かかった時間を y 分とします。次の(1)から(4)までの各問いに答えなさい。

(1) 太郎くんは，月曜日に，家から学校まで１５分かかりました。このときの速さは，分速

何ｍですか。

【解答】

分速 ｍ

(2) この問題の場合，速さと時間の間には，どんな関係がありますか。

【解答】

(3) y を x の式で式に表しなさい。

【解答】

(4) 学校に１０分以内に着くためには，学校に行くときの速さをどうすればよいですか。

具体的に書きなさい。

【解答】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題④

１ 長さと太さの違う２種類の線香Ａ，Ｂを燃やす実験 長さ(ｍｍ)

をしました。

右の図は，２種類の線香に同時に火をつけたとき，

火をつけてからの時間(分)と燃えた長さ(ｍｍ) の関係

をグラフに表したものです。

次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。

(1) 火をつけてから３分後の線香Ａの燃えた長さを

求めなさい。

【解答】

ｍｍ

(2) かりんさんは，このグラフを見て，「どちらの線香も，火をつけて x 分後までに燃えた

長さを y ｍｍとすると，y は x に比例しているわ。」と考えました。

「 y は x に比例している。」とみることができるのは，グラフのどのような特徴からで

すか。その特徴を説明しなさい。

【解答】

(3) けいたさんとかりんさんは，「線香Ａの長さが１５ｃｍ，線香Ｂの長さが６ｃｍのとき，

どちらの線香が早く燃え尽きるだろうか。」と話し合っています。

① どちらの線香が早く燃え尽きるか，説明しなさい。

【解答】

② 線香Ａと線香Ｂが同時に燃え尽きるようにするためには，それぞれの長さをどのように

すればよいか，説明しなさい。

【解答】

Ｏ

５

５

線香Ａ

線香Ｂ

０ ５

10

５

)(分時間

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題⑤

右の写真のように，後輪に３種類の歯車が付いているマウンテンバ

イクがあります。ペダルには，歯数が２４枚の歯車がついています。

後輪には，歯数が１２枚，１６枚，２４枚の３つの歯車がついています。

(ペダルに付いている歯車の歯数)×(ペダルの回転数)＝(後輪の歯

数)×(後輪の回転数)の関係が成り立つことがわかっています。

次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) ペダルを４回転させます。後輪の歯数が１２枚のとき，後輪の回転数を求めなさい。

【解答】

回転

(2) ペダルを６０回転させます。

① 後輪の歯数が x 枚，後輪の回転数を y 回転としたとき，y を x の式で表しなさい。

【解答】

② 後輪の歯数が１６枚のとき，後輪の回転数を求めなさい。

【解答】

回転

③ 後輪の歯数が１６枚のとき，１３５ｍ進みました。後輪の歯数を１２枚に変えたとすると

マウンテンバイクは，何ｍ進みますか。どのようにして求めたのか，途中の式など含め

て説明し，進む距離を求めなさい。

【説明】

進む距離は ｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題⑥

学校の校長室に銅板でできた鶴が飾ってありました。校長先生と
太郎さんとけいたさんが会話をしています。下の(1)から(4)までの
各問いに答えなさい。

太郎さん ：「この鶴は，どのくらいの広さの銅板を使ってつくっ

てあるんだろうね。どうしたら求められるかな。」

けいたさん：「いい方法があるよ。銅板の重さとその面積の関係を

利用して求めればいいんだよ。」

太郎さん ：「どう考えればいいのかな。」

校長先生 ：「ここに同じ厚さの銅板でできた縦５ｃｍ，横１０ｃｍの

長方形のプレートがあるよ。このプレートの重さを

はかって考えたらどうかな。」

太郎さん ：「なるほど。けいたさん、求めてみようか。」

(1) けいたさんは，銅板の重さと面積にはどんな関係があると考えたのでしょうか。

【解答】

(2) けいたさんの考えた方法を次のことばを用いて説明しなさい。

「プレートの重さ」，「鶴の重さ」，「プレートの面積」，「鶴をつくる前の銅板の面積」

【解答】

(3) 縦５ｃｍ，横１０ｃｍの長方形の銅板は２０ｇありました。銅板の重さを x ｇ，銅板の面積

を y ｃｍ ２として，y を x の式で表しなさい。

【解答】

(4) 鶴の重さをはかってみると，１ｋｇありました。鶴をつくる前の銅板の面積を求めなさ

い。

【解答】

ｃｍ ２

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

中学校数学

第１学年

４ 比例と反比例

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

y

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ (1)

x（分） ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

y（ℓ） ０ ４ ８ １２ １６ ２０ ２４ ２８

(2) 式 y ＝４ x

x の変域 ０≦ x ≦７

(3) ２．５（分後）

(4)

(ℓ)

３０

２０

１０

(分)５０Ｏ

５

５

【ポイント】

x とy は比例の関係にあるので，y の値を４ずつ増やしていけばいいよ。

【ポイント】

y ＝４x のグラフをかけばいいけど，

y 座標の目盛りが１マスにつき５ずつ

増えているので，注意してね。

７分で水そうが満水するので，それ

以上は入れことができないね。

だから，x が７より大きい大きい部分

は，破線でかいてね。

x

【ポイント】

x を４倍するとy になるので，その関係の式は，

y ＝４xになるよ。

また，７分で満水になるので，x の変域は０以上

７以下になるね。

【ポイント】

y ＝４x に，y ＝１０を代入すると，

１０＝４x

x ＝２．５

だから，２．５分後だね。

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

y

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題②

１ (1) ２ x （cm）

(2) 式 y ＝１０ x

x の変域 ０≦ x ≦５

(3)

５０

４０

３０

２０

１０

０ ５ １０

(4) 説明例 面積①は x の値が増えると，y の値は増える。

しかし，面積②は x がどんな値をとっても，y の値は一定である。

Ｏ

５

５ 10
x

【ポイント】

毎秒２ｃｍの速さで進むので，

x 秒後には，ＡＰ＝２x （ｃｍ）になる。

【ポイント】

（三角形の面積）＝（底辺の長さ）×（高さ）÷２だから，

y ＝２x ×１０÷２

＝１０x

よって，y ＝２x になるね。

また，点Ｐは５秒後にＢにたどり着くので，x の変域は，

０以上５以下になるね。

【ポイント】

x が０以上５以下までは，y ＝１０x の

グラフをかけばいいよ。

x が５以上１０以下までは，△ＡＰＤ

の面積は常に５０なので，ｙ ＝５０の

グラフをかけばいいよ。

y 座標の目盛りが１マスにつき，５ず

つ増えているので，注意してね。

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

【ポイント】

（時間）＝（道のり）÷（速さ）の関係から，

実際の数値を使って考えてみるとわかりやすいよ。

１２００ｍの道のりを，分速４０ｍで進むと，３０分かかる。

同じ道のりを，分速８０ｍで進むと，１５分かかる。

同じ道のりを，分速１２０ｍで進むと，１０分かかる。

速さが，２倍，３倍すると，

かかった時間が になっているね。

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題③

１ (1) 分速８０ｍ

(2) 反比例の関係

(3)

(4) 分速１２０ｍ以上の速さで，学校に行くとよい。

x
y

１２００
＝

x
y

１２００
＝

x

１２００
１０＝

＝１２０x

【ポイント】

（速さ）＝（道のり）÷（時間）だから，

太郎くんの歩く速さは，

１２００÷１５＝８０

よって，分速８０ｍになるね。

１

２
，

１

３

【ポイント】

学校に行くときの速さを分速x ｍ，かかった時間

をy 分とすると，道のりは１２００ｍなので，

（速さ）＝（道のり）÷（時間）の関係から，

y ＝１２００÷x

を考えるよいいね。

【ポイント】

に，y＝１０を代入すると，

よって，分速１２０ｍ以上の速さで，

学校に行くとよいことがわかるね。。

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題④

１ (1) ９（ｍｍ） 【ポイント】

線香Ａのグラフを見ると，１分間に３ｍｍずつ燃えていること

がわかるので，３分後の線香Ａの長さは，

３×３＝９（ｍｍ）になるよ。

(2) 解答例 どちらのグラフも，原点を通る直線であるから。

(3)

① 解答例 線香Ａのグラフの式は，y ＝３ x

線香Ａの長さが１５ｃｍなので，y ＝１５０を代入すると，

１５０＝３ x

x ＝５０ よって，線香Ａは５０分で燃え尽きる。

線香Ｂのグラフの式は，y ＝ x

線香Ｂの長さが６ｃｍなので，y ＝６０を代入すると，

x ＝６０ よって，線香Ｂは６０分で燃え尽きる。

以上から，線香Ａの方が１０分早く燃え尽きる。

② 解答例 線香Ａの燃え尽きる速さは，線香Ｂの速さの３倍である。

よって，線香Ａの長さを，線香Ｂの長さの３倍にするとよい。

または，

線香Ａの長さはそのままの１５ｃｍで，線香Ｂの長さを５ｃｍにするとよい。

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題⑤

(1) ８（回転） 【ポイント】

(ペダルに付いている歯車の歯数)×(ペダルの回転数)＝(後輪

の歯数)×(後輪の回転数)という関係になっていたね。

ペダルの歯数と回転数がそれぞれ２４枚と４回転，後輪の歯

数が１２枚なので，後輪の回転数を x 回転とすると，

２４×４＝１２× x

９６＝１２ x

x ＝８ よって，後輪の回転数は，８回転になるね。

(2)

１４４０ 【ポイント】
① y ＝

x (ペダルに付いている歯車の歯数)×(ペダルの回転数)＝(後輪

の歯数)×(後輪の回転数)という関係になっていたね。この関

係より，後輪の歯数を x 枚，後輪の回転数を y 回転とすると，

２４×６０＝ x × y

１４４０＝ x × y

１４４０
y ＝

x

となるね。

② ９０（回転） 【ポイント】

１４４０
y ＝ に x ＝１６を代入するといいよ。

x

１４４０
y ＝ ＝９０

１６

③ 後輪が９０回転で，１３５ｍ進んだので，後輪１回転につき，１３５÷９０＝１．５ｍ

進むことになる。

後輪の歯数を１２枚に変えても，後輪１回転につき，１．５ｍ進むことは変わらない。

後輪の歯数を１２枚のとき，ペダルを６０回転させると，後輪は１２０回転するので，

１．５×１２０＝１８０ だから，１８０ｍ進むことになる

進む距離は，１８０ｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ４ 比例と反比例

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題⑥

(1) 比例の関係 【ポイント】

銅板の重さが，２倍，３倍・・・すると，

銅板の面積も，２倍，３倍・・・になるよ。

(2) 解答例 「鶴の重さ」を「プレートの重さ」でわる。その値に「プレートの面積」

をかけ，「鶴をつくる前の銅板の面積」を求める。

厚さが変わらない銅板であれば，銅板の重さが，２倍，３倍・・・すると，

銅板の面積も，２倍，３倍・・・になるので，銅板の重さと銅板の面積は，

比例の関係になる。

「プレートの重さ」をはかり、「プレートの面積」を求め，重さと面積

の関係の式を考える。その関係の式に，「鶴の重さ」を代入し計算して，

「鶴をつくる前の銅板の面積」を求める。

５
(3) y ＝ x 【ポイント】

２
銅板の重さと面積は，比例の関係になるから，

比例の関係を表す式 y ＝ a x に，

x ＝２０，y ＝５０を代入して考えるといいよ。

５０＝ a ×２０

５０ ５
a ＝ ＝

２０ ２

５
だから， y ＝ x になるね。

２

(4) ２５００（ｃｍ ２） 【ポイント】

鶴の重さは，１ｋｇ＝１０００ｇ，長方形の銅板の重さは２０ｇ，

１０００÷２０＝５０で，鶴の重さは長方形の重さの５０倍だね。

面積も５０倍するといいね。

長方形の面積は，５×１０＝５０ｃｍ ２ だから，

５０×５０＝２５００

鶴をつくる前の銅板の面積は，２５００ｃｍ ２ になるね。

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学中学校数学中学校数学中学校数学

第１学年第１学年第１学年第１学年

５ 平面図形５ 平面図形５ 平面図形５ 平面図形

[問題][問題][問題][問題]

中学校

年 組 号 氏名

１年生 ５ 平面図形
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題①■練習問題①■練習問題①■練習問題①

次の(1)から(4)までの各問いに答えなさい。

(1) 右の図で，花子さんの家は，線分ＡＣ上にあり

ます。また，太郎さんの家は，直線ＡＢ上で，海

の近くにあります。

２人の家は，それぞれ図の中のアからオのどれ

ですか。

【解答】

花子さんの家

太郎さんの家

(2) 右の図は，２本の直線ＡＢ，ＣＤが垂直に交わ Ｃ

っています。

これを記号を使って表しなさい。

【解答】
Ａ Ｂ

Ｄ

(3) 次のような△ＡＢＣをかきなさい。作図に使った線は，消さずに残しておきなさい。

① ＡＢ＝５ｃｍ，ＢＣ＝４ｃｍ，ＣＡ＝３ｃｍ

② ＢＣ＝４ｃｍ，ＣＡ＝３ｃｍ，∠Ｃ＝９０°

【解答①】 【解答②】

(4) １辺が３ｃｍの正三角形をかきなさい。 【解答】

Ａ

ア

Ｃ

Ｂ
イ

ウ

エ

オ

カ

川川川川

海海海海

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題②■練習問題②■練習問題②■練習問題②

次の(1)から(4)までの各問いに答えなさい。

(1) 右の図は，佐賀県のシンボルマークで，

線対称な図形です。この図形の対称の軸を

かき込みなさい。

(2) 右の図で，直線ℓが対称の軸になるように， ℓ

線対称な図形を完成しなさい。

(3) 点対称な図形の性質について，ア，イにあてはまることばを答えなさい。

【解答】

① 対応する２点を結ぶ線分は， ア を通る。

ア

② 対称の中心から，対応する２点までの イ は等しい。

イ

(4) 右の図で，点Ｏが対称の中心になるように，

点対称な図形を完成しなさい。

Ｏ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題③■練習問題③■練習問題③■練習問題③

次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。

(1) 下の図のように直線ℓと点Ａがあります。 (2) 線分ＡＢと線分ＣＤがあります。

点Ａを通る直線ℓの垂線を作図しなさい。 底辺が線分ＡＢで，高さが線分ＣＤと

同じ長さの二等辺三角形ＰＡＢを１つ

作図しなさい。

Ａ

Ｄ

ℓ

Ｃ

Ａ Ｂ

(3) 平行四辺形ＡＢＣＤがあります。この平行四辺形の高さを作図しなさい。

Ａ Ｄ

Ｂ Ｃ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題④■練習問題④■練習問題④■練習問題④

次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。

(1) 下の図のように，半径が６ｃｍ，弧の長さが４πｃｍのおうぎ形があります。このおうぎ

形の面積を求めなさい。

４πｃｍ 【解答】

ｃｍ２

(2) 下の図のように，１辺６ｃｍの正方形と半径６ｃｍ，中心角９０°のおうぎ形で囲まれた

斜線部分の面積を求めなさい。

【解答】

ｃｍ２

(3) 下の図は，△ＡＢＣを，△ＰＱＲの位置に移した図を示しています。どんな移動を行っ

たものですか。

Ｐ

Ａ

Ｑ Ｒ

【解答】

Ｂ Ｃ

６ｃｍ

６ｃｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学中学校数学中学校数学中学校数学

第１学年第１学年第１学年第１学年

５ 平面図形５ 平面図形５ 平面図形５ 平面図形

[解答例][解答例][解答例][解答例]

中学校

年 組 号 氏名

１年生 ５ 平面図形
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

Ａ

ア

Ｃ

Ｂ
イ

ウ

エ

オ

カ

川川川川

海海海海

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題①■練習問題①■練習問題①■練習問題①

(1) 花子さんの家 ア 【ポイント】

太郎さんの家 エ

直線ＡＢ上で海岸

の近くにあるね

(2) ＡＢ⊥ＣＤ 【ポイント】

⊥は，垂直を表す記号だったね。

∥は，平行を表す記号だったね。

(3)

【解答①】 例１ 例２ Ａ

Ｃ

Ａ Ｂ Ｂ Ｃ

【解答②】 Ａ

Ｂ Ｃ

(4)

【ポイント】

正三角形は，３つの辺の長さが等しくなったね。

線分ＡＣ上

にあるね

３ｃｍ
４ｃｍ

５ｃｍ

５ｃｍ

４ｃｍ

３ｃｍ

３ｃｍ３ｃｍ

３ｃｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題②■練習問題②■練習問題②■練習問題②

(1) 【ポイント】

佐賀県のシンボルマークは，対称の軸が１本でき

るね。

対応する２点Ａ，Ｂを線分で結び，その中点Ｐを

とるよ。

対応する２点Ｃ，Ｄを線分で結び，その中点Ｑを

とり，２つの中点Ｐ，Ｑを結んだ直線が対称の軸に

なるよ。

ℓ

(2) 【ポイント】

対応する２点を結んだ線分は，対称の軸

と垂直に交わるよ。

ＡＢ⊥ℓ，ＣＤ⊥ℓ

対応する２点から対称の軸までの距離は

等しくなるよ。

ＡＰ＝ＢＰ，ＣＱ＝ＤＱ，ＥＲ＝ＦＲ

(3) (ｱ) 対称の中心

(ｲ) 距離

(4)

【ポイント】

対応する２点を結んだ線分は，対称の中心

を必ず通るよ。

対応する２点から対称の中心までの距離は

等しくなるよ。

線分ＡＯを延長し，ＡＯと同じ長さのＯＫをとる。

同じように考えて，点Ｂに対して点Ｌ，

点Ｃに対して点Ｍ，点Ｄに対して点Ｎ，

点Ｅに対して点Ｐ，点Ｆに対して点Ｑ，

点Ｇに対して点Ｒ，点Ｈに対して点Ｓ，

点Ｉに対して点Ｔ，点Ｊに対して点Ｕ

を順にとることができるよ。

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｐ

Ｑ

Ａ

Ｂ
Ｃ

ＤＥ

Ｆ Ｇ

Ｈ
Ｉ

Ｊ Ｋ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｐ

ＱＲ

ＳＴ

Ｕ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｏ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題③■練習問題③■練習問題③■練習問題③

(1) Ａ 【ポイント】

次のように考えればいいよ。

・点Ａを中心に円①をかき，

① 直線との交点をそれぞれ，

点Ｂ，Ｃとする。

Ｃ ・点Ｂ，Ｃをそれぞれ中心

Ｂ とする半径の等しい円②，

ℓ ③をかき，その交点と点Ａ

を結べば垂線がひける。

③

②

(2) 【ポイント】

Ｄ 次のように考えればいいよ。

Ｐ ・線分ＡＢの両端を中心に半

③ 径の等しい円①，②をかく。

・円①，②の交点を結び,

線分ＡＢの垂直二等分線を

ひく。

・線分ＡＢと垂直二等分線の

Ａ Ｂ
Ｃ

交点を中心に線分ＣＤと同

じ長さの円③をかく。

・線分ＡＢの垂直二等分線と

線分ＡＢの下側 円③の交点から点Ａ，Ｂに

① ② のもかけるよ。 線分をひく。

(3) Ａ Ｐ Ｄ

【ポイント】

次のように考えればいいよ。

・頂点Ａを中心に円①をかく。

Ｇ ① ・円①と辺ＢＣの交点をそれぞ

Ｂ Ｅ Ｆ Ｃ れ，点Ｅ，Ｆとする。

・点Ｅ，Ｆを中心とする半径の

② ③ 等しい円②，③をひく。

・円②，③の交点と頂点Ａを

【ポイント】
線分で結び，辺ＢＣとの交点

辺ＡＤ上に点Ｐをとり，辺ＢＣ
をＧとする。

に垂線をひいてもいいよ。
・線分ＡＧが高さになる。

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題④■練習問題④■練習問題④■練習問題④

(1) １２πｃｍ２ 【ポイント】

まずは，おうぎ形の中心角の大きさを求めてみよう。

(中心角の大きさ)
(おうぎ形の弧の長さ)＝(半径)×２×(円周率)×

３６０°
おうぎ形の中心角の大きさを x °とすると，

x °
４π＝６×２×π×

３６０°
x ＝１２０

になるよ。次に，おうぎ形の面積を求めると，

１２０°
６×６×π× ＝１２π

３６０°

になるね。
１

※ (おうぎ形の面積)＝(おうぎ形の弧の長さ)×(おうぎ形の半径)×
２

で求めることもできるよ。

(2) ３６－９π ｃｍ２ 【ポイント】

正方形の面積からおうぎ形の面積をひくといいよ。

正方形の面積は，６×６＝３６ （ｃｍ２）

１
おうぎ形の面積は，６×６×π× ＝９π（ｃｍ２）

４

(3) 平行移動 【ポイント】

△ＡＢＣと△ＰＱＲで，対応している頂点を見ると，

一定の方向に，一定の長さだけ移動していることが分かるよ。

Ｐ
ＡＰ∥ＢＱ∥ＣＲ

ＡＰ＝ＢＱ＝ＣＲ

Ａ

Ｑ

Ｒ

Ｂ Ｃ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学中学校数学中学校数学中学校数学

第１学年第１学年第１学年第１学年

５ 平面図形５ 平面図形５ 平面図形５ 平面図形

[問題][問題][問題][問題]

中学校

年 組 号 氏名

１年生 ５ 平面図形
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

■数学的な思考力・判断力・表現力をはぐくむ問題 年 組 号 氏名

■練習問題①■練習問題①■練習問題①■練習問題①

次のような (ｱ)，(ｲ)の２つのおうぎ形があります。あとの(1)から(3)までの各問いに答え

なさい。

(ｱ) 半径３ｃｍ，中心角６０° (ｲ) 弧の長さ３ｃｍ，中心角６０°

６０° ６０°

(1) (ｱ)のおうぎ形の面積を求めなさい。

【解答】

ｃｍ ２

(2) (ｲ)のおうぎ形の半径を求めなさい。

【解答】

ｃｍ

(3) (ｱ)と(ｲ)のおうぎ形では，どちらの面積が大きいですか。記号で答えなさい。また，

その理由を式や言葉を使って説明しなさい。

【解答】 【説明】

３ｃｍ

３ｃｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

■数学的な思考力・判断力・表現力をはぐくむ問題 年 組 号 氏名

■練習問題②■練習問題②■練習問題②■練習問題②

１ 図のように，∠Ｃ＝９０°の直角三角形ＡＢＣがあります。

ＡＢを対称の軸として，点Ｄに対応する点Ｅをとし，ＢＣを対称の軸として点Ｅに対応

する点をＦとします。このとき，下図に点Ｆを定規とコンパスを使って作図しなさい。

Ａ

Ｄ

Ｂ Ｃ

２ 太郎さんは焼き物の博物館に行きました。見学をしていたら，焼き窯跡から出土した下の
やき かまあと

ような大皿の破片が展示してありました。そこで，この大皿の直径は，どのくらいだったの

かと考えました。この大皿の半径の長さを求めるためにはどのように考えたらよいでしょう

か。半径を求めるための方法を下の図に作図しなさい。

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

■数学的な思考力・判断力・表現力をはぐくむ問題 年 組 号 氏名

■練習問題③■練習問題③■練習問題③■練習問題③

太郎君は，縦１２０ｃｍ，横２４０ｃｍのビリヤード Ａ Ｄ

台で，Ａの角から球を転がします。

球は壁で何回か跳ね返りながらＡからＤのい

ずれかのポケットに入りました。

辺にあたるときの角度は，壁で跳ね返るとき

の角度と同じになります。（ただし，球は，ポ Ｂ Ｃ

ケットに入るまで跳ね返り続けます。）

次の(1)から(3)の各問いに答えなさい。

(1) 辺ＢＣ上のＢの角から１２０ｃｍはなれたところで跳ね返るように球を転がしました。

何回跳ね返ってＡからＤのどのポケットに入るでしょうか。

【解答】

(2) 辺ＢＣ上のＢの角から４０ｃｍはなれたところで跳ね返るように球を転がしました。

何回跳ね返ってＡからＤのどのポケットに入るでしょうか。

【解答】

(3) 辺ＢＣ上の頂点Ｂから１６０ｃｍはなれたところで跳ね返るように球を転がしました。

何回跳ね返ってＡからＤのどのポケットに入るでしょうか。

【解答】

１２０ｃｍ

２４０ｃｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

■数学的な思考力・判断力・表現力をはぐくむ問題 年 組 号 氏名

■練習問題④■練習問題④■練習問題④■練習問題④

太郎君は，縦１２０ｃｍのビリヤード台で，右の Ａ Ｄ

図のように，辺ＢＣ上のＢの角から８０ｃｍはなれ

た点Ｅに向かって，Ａの角から球を転がしました。

球は壁で何回か跳ね返りながらＡからＤのい

ずれかのポケットに入りました。

辺にあたるときの角度は，壁で跳ね返るとき

の角度と同じになります。（ただし，球は，ポケ
Ｂ Ｅ Ｃ

ットに入るまで跳ね返り続けます。）

次の(1)から(3)の各問いに答えなさい。

(1) ２回の跳ね返りを経て，Ｃのポケットに入りました。ビリヤード台の横の長さはいくら

ですか。

【解答】

ｃｍ

(2) ビリヤード台の横の長さが２００ｃｍだったとすると，転がした球は壁で何回跳ね返り，

ＡからＤのどのポケットに入るでしょうか。

【解答】

(3) ビリヤード台の横の長さが２２０ｃｍだったとすると，転がした球は壁で何回跳ね返り，

ＡからＤのどのポケットに入るでしょうか。

【解答】

１２０ｃｍ

８０ｃｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

■数学的な思考力・判断力・表現力をはぐくむ問題 年 組 号 氏名

■練習問題③■練習問題③■練習問題③■練習問題③

太郎君は，縦１２０ｃｍ，横２４０ｃｍの箱型の台で， Ａ Ｄ

Ａの角から球を転がします。この台は，４つの角

に球がちょうど入るポケットの穴が空いています。

球は壁で何回か跳ね返りながらＡからＤのいず

れかのポケットに入りました。

辺にあたるときの角度は，壁で跳ね返るとき Ｂ Ｃ

の角度と同じになります。（ただし，球は，ポ

ケットに入るまで跳ね返り続けます。）

次の(1)から(3)の各問いに答えなさい。

(1) 辺ＢＣ上のＢの角から１２０ｃｍはなれた点Ｐで跳ね返るように，Ａの角から球を転がし

ました。何回跳ね返ってＡからＤのどのポケットに入るでしょうか。

Ａ Ｄ 【解答】

Ｂ Ｃ

(2) 辺ＢＣ上のＢの角から４０ｃｍはなれたところで跳ね返るように，Ａの角から球を転がし

ました。何回跳ね返ってＡからＤのどのポケットに入るでしょうか。

Ａ Ｄ 【解答】

Ｂ Ｃ

(3) 辺ＢＣ上の頂点Ｂから１６０ｃｍはなれたところで跳ね返るように，Ａの角から球を転が

しました。何回跳ね返ってＡからＤのどのポケットに入るでしょうか。

【解答】

１２０ｃｍ

２４０ｃｍ

１２０ｃｍ

２４０ｃｍ

１２０ｃｍ

２４０ｃｍ

Ｐ１２０ｃｍ

４０ｃｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

■数学的な思考力・判断力・表現力をはぐくむ問題 年 組 号 氏名

■練習問題④■練習問題④■練習問題④■練習問題④

太郎君は，縦１２０ｃｍの箱型の台で，右の図の Ａ Ｄ

ように，辺ＢＣ上のＢの角から８０ｃｍはなれた

点Ｅに向かって，Ａの角から球を転がしました。

この台は，４つの角に球がちょうど入るポケット

の穴が空いています。

球は壁で何回か跳ね返りながらＡからＤのい

ずれかのポケットに入りました。
Ｂ Ｅ Ｃ

辺にあたるときの角度は，壁で跳ね返るとき

の角度と同じになります。（ただし，球は，ポケ

ットに入るまで跳ね返り続けます。）

次の(1)から(3)の各問いに答えなさい。

(1) ２回の跳ね返りを経て，Ｃのポケットに入りました。箱型の台の横の長さはいくら

ですか。

【解答】

ｃｍ

(2) 箱型の台の横の長さが２００ｃｍだったとすると，転がした球は壁で何回跳ね返り，

ＡからＤのどのポケットに入るでしょうか。

【解答】

(3) 箱型の台の横の長さが２２０ｃｍだったとすると，転がした球は壁で何回跳ね返り，

ＡからＤのどのポケットに入るでしょうか。

【解答】

１２０ｃｍ

８０ｃｍ

？ｃｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学中学校数学中学校数学中学校数学

第１学年第１学年第１学年第１学年

５ 平面図形５ 平面図形５ 平面図形５ 平面図形

[解答例][解答例][解答例][解答例]

中学校

年 組 号 氏名

１年生 ５ 平面図形
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

■数学的な思考力・判断力・表現力をはぐくむ問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題①■練習問題①■練習問題①■練習問題①

３
(1) π ｃｍ２

２ 【ポイント】

おうぎ形の面積の求め方は，

(おうぎ形の中心角)
(おうぎ形の半径）×(おうぎ形の半径)×(円周率)×

３６０°

だったね。

６０° ３
３×３×π× ＝ π

３６０° ２

９
(2) ｃｍ

π 【ポイント】

おうぎ形の弧の長さの求め方は，

(おうぎ形の中心角)
(おうぎ形の直径)×(円周率)×

３６０°

だったね。半径を r とすると，

６０°
r ×２×π× ＝３

３６０°

９
r ＝

π

(3) ア

９
説明例 イの半径が だから，πを３．１４として計算してみると，

π

９÷３．１４＝２．８６６・・・ で，約２．９ｃｍになる。

中心角が同じ場合，半径が長いアの方が面積が広い。

９ ９ ６０° ２７
イのおうぎ形の面積を求めてみると， × ×π× ＝

π π ３６０° ２π

πを３．１４として計算してみると，

３ ２７
アの面積は， π＝４．７１ イの面積は， ＝４．２９

２ ２π

だから，アの方が面積が広い。

アのおうぎ形の弧の長さは，πｃｍになる。

中心角の大きさが同じだから，弧の長さの長いアの方が，半径も長くなる

ので，面積も広い。

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

■数学的な思考力・判断力・表現力をはぐくむ問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題②■練習問題②■練習問題②■練習問題②

(1) Ａ ・点Ｄを中心に円①をかき，辺ＡＢ

① との交点を，それぞれ，点Ｈ，Ｉ

Ｄ とする。

Ｉ ・点Ｈ，Ｉを中心とする半径の等し

い円②，③をかき，その交点と点

Ｊ Ｄを結び，辺ＡＢに対する垂線を

ひき，その交点をＪとする。

Ｅ ・垂線上にＤＪと同じ長さのＪＥ

Ｈ ④ をとる。

・点Ｅを中心に円④をかき，辺ＢＣ

Ｂ Ｋ Ｍ Ｌ Ｃ との交点を，それぞれ，点Ｋ，Ｌ

② とする。

⑤
Ｆ

③ ・点Ｋ，Ｌを中心とする半径の等し

円⑤，⑥をかき，その交点と点Ｅ

⑥ を結び，辺ＢＣに対する垂線をひ

き，その交点をＭとする。

・垂線上にＥＭと同じ長さのＭＦを

とる。

(2) ①

Ａ ② ・皿の周りになる部分に３点，

Ａ，Ｂ，Ｃを適当にとる。

・３点をそれぞれ中心とする半径

の等しい円①，②，③をかく。

・円①，②の交点を結ぶ。

・円②，③の交点を結ぶ。

Ｂ ・２つの直線の交点が皿の中心に

なる。

【ポイント】

② ② 周上の点は，円の中心から等

しい距離にあるよね。

だから，円周上の２点から等

③ しい距離にある点を見つければ

いいよ。２点から等しい距離に

ある点は，２点を結んだ線分の

Ｃ 垂直二等分線上になったね。

でも，１本ひいただけでは，

中心の位置がたくさんできるの

で，２本ひくと，１点に決める

ことができるよ。

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

■数学的な思考力・判断力・表現力をはぐくむ問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題③■練習問題③■練習問題③■練習問題③

(1) １回跳ね返りＤに入った。

【ポイント】

Ａ Ｄ 横の長さが２４０ｃｍ

だから，

真ん中で跳ね返る

ことになるよ。

球が跳ね返ったとこ

ろを対称の軸と考え
Ｂ

Ｐ
Ｃ

ると，△ＡＢＰと

△ＤＣＰは対称な

図形になるよ。

(2) ５回跳ね返りＤに入った。

【ポイント】

球が跳ね返ったところをＰとすると

Ａ Ｐ ２ Ｐ ４ Ｄ 横に４０ｃｍずつ動き

ながら，跳ね返って

いるよ。

２４０÷４０＝６

６回目でちょうど

Ｂ Ｃ Ｄに入るよ。
Ｐ １ Ｐ ３ Ｐ ５

(3) ３回跳ね返りＢに入った。

【ポイント】

球が跳ね返ったところをＰとすると

Ａ Ｐ ３
Ｄ

Ｐ ２

Ｂ Ｃ
Ｐ １

辺ＢＣ上の頂点Ｂから１６０ｃｍのＰ １で跳ね返り，横に

８０ｃｍ動いた辺ＤＣの半分のところのＰ ２で跳ね返るよ。

Ｐ ２で跳ね返った球は，頂点Ｄから８０ｃｍのＰ ３で

跳ね返り，Ｂに入るよ。

１２０ｃｍ１２０ｃｍ

４０ｃｍ

８０ｃｍ１６０ｃｍ

８０ｃｍ８０ｃｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

８０ｃｍ８０ｃｍ

２００ｃｍ

■数学的な思考力・判断力・表現力をはぐくむ問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題④■練習問題④■練習問題④■練習問題④

(1) ２４０ｃｍ 【ポイント】跳ね返ったところをＰとする。

Ａ Ｐ ２ 球が跳ね返ったところを対

称の軸と考えると，△ＡＢＰ１

△Ｐ２Ｐ１Ｅは対称な図形にな

るよ。

Ｂ Ｅ

Ｐ １

Ａ Ｐ ２ Ｄ △Ｐ２Ｐ１Ｅと△Ｐ２ＣＥも

線対称な図形になるね。

Ｂ Ｃ

Ｐ １ Ｅ

(2) ５回の跳ね返り 【ポイント】

でＢに入る。
Ｐ２

Ａ Ｄ 横の長さが２４０ｃｍのとき，

Ｃの穴に入ったけど，

Ｐ３
横の長さが２００ｃｍになると，

ＣＤの壁の途中で跳ね返る

Ｃ
ことになるよね。

Ｂ

Ｐ１

Ｐ２

Ａ Ｄ ４０ｃｍ短くなったので，

８０ｃｍのときの半分のところ

Ｐ３
のＰ３で跳ね返り，Ｐ２の真下

の位置のＰ４の地点にくるね。

Ｂ Ｐ４
Ｃ

Ｐ １

Ａ Ｐ ５ Ｐ ２ Ｄ Ｐ４で跳ね返ったあと，Ｐ５の

位置で跳ね返りＢの穴に入る

Ｐ ３ ことがわかるよ。

Ｂ
Ｐ １

Ｐ ４ Ｃ

８０ｃｍ ８０ｃｍ

８０ｃｍ８０ｃｍ８０ｃｍ

８０ｃｍ ８０ｃｍ８０ｃｍ

２００ｃｍ

８０ｃｍ ８０ｃｍ

２００ｃｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ５ 平面図形

(3) １３回の跳ね返りでＢに入る。

【ポイント】跳ね返る地点をＰで表すと，

Ａ Ｐ ２ Ｄ Ａ Ｄ

Ｐ ３

Ｐ ４
Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ

Ｐ １

横の長さが２２０ｃｍなので，Ｐ ２から Ｐ ３で跳ね返った球は，頂点Ｃから

横に６０ｃｍ動いたＰ ３で跳ね返る。 ２０ｃｍのＰ ４で跳ね返る。

Ａ Ｐ ５ Ｄ Ａ Ｐ ８ Ｄ

Ｐ ７

Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ

Ｐ ６ Ｐ ４

Ｐ ４で跳ね返った球は，Ｐ ５で跳ね返り Ｐ ６で跳ね返った球は，Ｐ ７で跳ね返り

頂点Ｂから４０ｃｍのＰ ６で跳ね返る。 頂点Ａから４０ｃｍのＰ ８で跳ね返る。

Ａ Ｐ ８ Ｐ １０

Ｐ １１ Ｐ ８で跳ね返った球は，Ｐ ９で跳ね返り

頂点Ｄから２０ｃｍのＰ １０で跳ね返る。

さらに，Ｐ １１で跳ね返る。

Ｂ Ｐ ９

Ａ Ｐ ８ Ｐ １３ Ｐ ５ Ｐ ２ Ｐ １０

Ｐ １１で跳ね返

った球は，

Ｐ １１ Ｐ １２，Ｐ １３ で

跳ね返り,

Ｐ ７ Ｂに入る。

Ｐ ３

Ｂ Ｐ ６ Ｐ １ Ｐ ９ Ｐ １２ Ｐ ４

２０ｃｍ８０ｃｍ ８０ｃｍ

８０ｃｍ８０ｃｍ４０ｃｍ ２０ｃｍ

２０ｃｍ

４０ｃｍ

４０ｃｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学中学校数学中学校数学中学校数学

第１学年第１学年第１学年第１学年

６ 空間図形６ 空間図形６ 空間図形６ 空間図形

[問題][問題][問題][問題]

中学校

年 組 号 氏名

１年生 ６ 空間図形
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ６ 空間図形

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題①■練習問題①■練習問題①■練習問題①

次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。

(1) 次の図１図１図１図１は円柱の見取図で，図２図２図２図２はその展開図です。円Ｏの半径は３ｃｍです。

展開図の長方形の辺ＡＤの長さを求めなさい。円周率はπとする。

図１ 図２図１ 図２図１ 図２図１ 図２

【解答】

ｃｍ

(2) 次の円錐の展開図をかくと，側面はどんな図形になりますか。
すい

【解答】

(3) 下の図は正三角錐の展開図です。点Ａと重なっていた点はどこでしょうか。記号で答え

なさい。

【解答】

３ｃｍ

Ａ

Ｂ Ｃ Ｄ

ＥＦ

Ｏ

Ｏ
３ｃｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ６ 空間図形

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題②■練習問題②■練習問題②■練習問題②

次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) 下の図のような正四角柱があります。これについて，次の①から③の各問いに答えなさ
い。

① 辺ＡＢと垂直な辺をすべて答えなさい。

【解答】

② 辺ＢＣと平行な辺をすべて答えなさい。

【解答】

③ 辺ＡＥとねじれの位置にある辺をすべて答えなさい。

【解答】

(2) 下の図のような直方体があります。これについてあとの①，②の各問いに答えなさい。

① 平面ＡＢＣＤと平行な面を答えなさい。

【解答】

② 平面ＡＥＦＢと垂直な面はいくつありますか。

【解答】

Ａ Ｂ

ＣＤ

Ｅ

Ｇ
Ｈ

Ｆ

Ａ Ｂ

ＣＤ

Ｅ

Ｇ

Ｈ

Ｆ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ６ 空間図形

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題③■練習問題③■練習問題③■練習問題③

次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) ①のような直角三角形，②のような半円を，それぞれ直線 を軸として１回転させる

と，どのような立体ができますか。立体の名前を答えなさい。

① ②

【解答】 【解答】

(2) 次に(1)と同じようにして，長方形を１回転させて立体をつくりました。あとの①，②

の 各問いに答えなさい。

【解答】

① この立体はどのようになりますか。

できた立体の見取図をかきなさい。

② この立体を，軸を含む平面で切ると，その切り口はどんな図形になりますか。また，

軸に垂直な平面で切ると，切り口はどんな図形になりますか。それぞれ答えなさい。

軸を含む平面で切るとき 軸に垂直な平面で切るとき

【解答】 【解答】

l l

l

l

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ６ 空間図形

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題④■練習問題④■練習問題④■練習問題④

次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) 下の図のように，底面が３ｃｍ，４ｃｍ，５ｃｍの直角三角形で高さが１０ｃｍの三角柱があ

ります。この三角柱の表面積と体積を求めなさい。

〔表面積〕

【解答】

ｃｍ ２

〔体積〕

【解答】

ｃｍ ３

(2) 下の図のような半径が３ｃｍの球があります。この球の表面積と体積を求めなさい。

円周率をπとする。

〔表面積〕

【解答】

〔体積〕

【解答】

３ｃｍ

１０ｃｍ

５ｃｍ

４ｃｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学中学校数学中学校数学中学校数学

第１学年第１学年第１学年第１学年

６ 空間図形６ 空間図形６ 空間図形６ 空間図形

[解答例][解答例][解答例][解答例]

中学校

年 組 号 氏名

１年生 ６ 空間図形
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ６ 空間図形

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題①■練習問題①■練習問題①■練習問題①

(1) ６πｃｍ 【ポイント】 展開図の長方形の横の長さと，

円周の長さは等しくなるね。

(円周の長さ)＝(直径)×π

３×２×π＝６π

６πｃｍだね。

(2) おうぎ形 【ポイント】

この部分になるね。

(3) Ｅ 【ポイント】 重なるね｡

Ａ

Ｂ Ｃ Ｄ

ＥＦ

Ａ

Ｂ Ｃ

ＥＦ

Ｄ

Ａ

Ｅ

Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｆ

Ａ，Ｅ

ＢＣ Ｄ

Ｆ

Ｏ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ６ 空間図形

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題②■練習問題②■練習問題②■練習問題②

(1) 【ポイント】

① 辺ＡＥ，辺ＡＤ，辺ＢＣ，辺ＢＦ 点Ａで辺ＡＤ，

辺ＡＥまた，点Ｂ

で辺ＢＣ，辺ＢＦ

が交わるね。

② 辺ＡＤ，辺ＥＨ，辺ＦＧ 【ポイント】

平行な辺は

３本あるね。

③ 辺ＢＣ，辺ＤＣ，辺ＦＧ，辺ＨＧ

【ポイント】

ねじれの位置

にある辺は４本

だね。

(2)

① 面ＥＦＧＨ
【ポイント】

平行な面は１面

だけだね。

② ４面，または４つ

【ポイント】

垂直な面は

全部で４面だね。

Ａ Ｂ

ＣＤ

Ｅ
Ｇ

Ｈ

Ｆ

Ａ Ｂ

ＣＤ

Ｅ
Ｇ

Ｈ

Ｆ

Ａ Ｂ

ＣＤ

Ｅ
Ｇ

Ｈ

Ｆ

Ａ
Ｂ

ＣＤ

Ｅ

Ｇ

Ｈ

Ｆ

Ｂ
Ａ

Ｅ Ｆ

Ｇ

ＣＤ

Ｈ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ６ 空間図形

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題③■練習問題③■練習問題③■練習問題③

(1)

① 円錐 【ポイント】 ② 球 【ポイント】
すい

(2)

① 【ポイント】

長方形を回転させる

と，円柱になるね。

② 軸を含む平面で切るとき 軸に垂直な平面で切るとき

長方形 円

【ポイント】 【ポイント】

どこで切って

も長方形だね。

どこで切っても円だね。

l l

l

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ６ 空間図形

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題④■練習問題④■練習問題④■練習問題④

(1) 〔表面積〕 １３２ｃｍ ２

【ポイント】

角柱には，底面が上と下に２つあるよ。

角柱の表面積＝側面積＋底面積×２

だから，

側面積＝（３＋４＋５）×１０

＝１２０

底面積＝３×４÷２

＝６

表面積＝１２０＋６×２

＝１３２

〔体積〕 ６０ｃｍ３

【ポイント】

角柱の体積＝底面積×高さ

だから，

体積＝（４×３÷２）×１０

＝６×１０

＝６０

(2) 〔表面積〕 ３６πｃｍ ２

【ポイント】

球の表面積＝４πｒ２

だから，

表面積＝４π×３２

＝３６π

〔体積〕 ３６πｃｍ ３ 【ポイント】

４
球の体積＝―π×ｒ３

３

だから，

４
体積＝―π×３３

３

４
＝―π×２７

３

＝３６π

 

３ｃｍ ５ｃｍ 

４ｃｍ 

10ｃｍ 

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学中学校数学中学校数学中学校数学

第１学年第１学年第１学年第１学年

６ 空間図形６ 空間図形６ 空間図形６ 空間図形

[問題][問題][問題][問題]

中学校

年 組 号 氏名

１年生 ６ 空間図形
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ６ 空間図形

■数学的な思考力・判断力・表現力をはぐくむ問題 年 組 号 氏名

■練習問題①■練習問題①■練習問題①■練習問題①

１ 次のような円柱の容器に水がいっぱい入っています。これをＢの図のように，水が上下の

底面の両端にちょうどくるように容器を傾け，水をこぼしました。残っている水の量を求め

なさい。円周率はπとする。

【解答】

ｃｍ ３

２ 水の量をはかる道具のひとつに，下の図のような６合枡というものがあります。これは，
ます

立方体の形をしており，この枡に水をいっぱいに入れるとちょうど６合の水の量になります。

（１合とは，１８０ｍℓです。）

この枡で，次の量を量ります。（枡には目盛りはなく，高さを測って印などは付けないも

のとする。また，枡の厚さは考えないものとする。）

(1) ３合の水を量るには，どうすればよいか説明しなさい。

【解答】 枠の厚さは考えない

(2) １合の水を量るには，どうすればよいか説明しなさい。。

【解答】

１０ｃｍ

４ｃｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ６ 空間図形

■数学的な思考力・判断力・表現力をはぐくむ問題 年 組 号 氏名

■練習問題②■練習問題②■練習問題②■練習問題②

次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) 立方体は６枚の正方形だけで囲まれた立体です。次の①から③の図に正方形を1枚ずつ

加えて３種類の立方体の展開図を完成させなさい。

【解答】

(2) 一つのさいころをそれぞれ違う方向から見た図です。このさいころの目を下の展開図に

正しくかきなさい。

【解答】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学中学校数学中学校数学中学校数学

第１学年第１学年第１学年第１学年

６ 空間図形６ 空間図形６ 空間図形６ 空間図形

[解答例][解答例][解答例][解答例]

中学校

年 組 号 氏名

１年生 ６ 空間図形
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ６ 空間図形

■数学的な思考力・判断力・表現力をはぐくむ問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題①■練習問題①■練習問題①■練習問題①

１ ８０πｃｍ３

【ポイント】

円柱は，底面の半径４ｃｍ，

高さ１０ｃｍ だから

体積＝π×４２×１０

＝１６０π

よって，水の量は

全体の容積のちょうど １６０π÷２

半分の量になるね。 ＝８０π

２

(1) 左右両面の正方形の対角線で二等分した直角三角形を底面とする横向きの三角柱になる

ように水をいれると体積は全体の半分になるので，６合の半分の３合になる。

【ポイント】

水の部分は横向きの三角柱

になり，体積は全体の半分

になるね。

この直角等辺三角形が底面

（面積は，正方形の半分）

この辺が高さ

(2) 正方形の半分の直角三角形を底面にもつ三角錐をつくる。底面が同じ三角柱の体積は
すい

３合だから，この三角錐は三角柱(３合)の三分の一なので１合になる。

【ポイント】

水の部分は，三角錐になるね。

３合の三角柱と比べると底面

と高さはおなじだね。

だから，体積は３合の
３

になるので１合になるね。

底面

高さ
 

４ｃｍ

 

１０ｃｍ

１

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１年生 ６ 空間図形

■数学的な思考力・判断力・表現力をはぐくむ問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題④■練習問題④■練習問題④■練習問題④

(1)

【ポイント】

正方形が４つ合わ

さった形の展開図で

は，立体図形を組み

立てることはできな

いよね。

だから，考えられる

展開図は，上の３種

類の図になるね。

立方体の展開図は

全部で１１通りあるよ。

上の図以外には，

右の８種類があるよ。

(2)

【ポイント】

１の目の面に対して

２，３，６の目の面の向き

に注意するといいね。

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

中学校数学中学校数学中学校数学中学校数学

第１学年第１学年第１学年第１学年

７ 資料の活用７ 資料の活用７ 資料の活用７ 資料の活用

[問題][問題][問題][問題]

中学校

年 組 号 氏名

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題①■練習問題①■練習問題①■練習問題①

右の表は，あるクラスの生徒３０人の５０ｍ走のタイム
表 生徒３０人の５０ｍ走

を整理したもので，タイムを０.５秒ごとの階級に区切り，

その階級に入る人数を調べたものです。

次の(1)から(4)までの各問いに答えなさい。

(1) 右のように，度数を階級に応じて整理した表を何と

いいますか。

【解答】

(2) 度数がもっとも多いのは，どの階級ですか。

【解答】

(3) ９.０秒以上の人は，全体の何％になりますか。

【解答】

％

(4) 上の度数分布表をもとにして，ヒストグラムをかきなさい。

７.０ ８.０ ９.０ １０.０ （秒）
０

５

１０

（人）

 ５０ｍ走のタイム

　　　　 （秒）

 度数

（人）

　 以上　　 未満

　７ .０　～ 　７ .５

　７ .５　～ 　８ .０

　８ .０　～ 　８ .５

　８ .５　～ 　９ .０

　９ .０　～ 　９ .５

　９ .５　～ １０ .０

２

４

７

１１

５

１

　　　 計 ３０

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題②■練習問題②■練習問題②■練習問題②

下の資料は，あるクラスの男子生徒２０人がハンドボール投げをしたときのそれぞれの記録

を示したものである。あとの(1)から(4)までの各問いに答えなさい。

ハンドボール投げの記録（ｍ）

１８ ２１ ２０ １６ ２２ ２０ ２１ １９ １８ １６

１８ ２５ １９ ２０ ２２ １７ ２１ １８ ２０ １７

(1) 上の記録から，男子生徒２０人のハンドボール投げの記録の平均値を求めなさい。

【解答】

ｍ

(2) 上の記録を下の度数分布表に整理しようと思います。 ① ， ② ， ③ にあてはまる数

をかきなさい。

表 ハンドボール投げ

距離（ｍ） 度数（人）

以上 未満

１６ ～ １８ ４ 【解答】

１８ ～ ２０ ６

２０ ～ ２２ ①

２２ ～ ２４ ②

２４ ～ ２６ ③

計 ２０

(3) 上の度数分布表を使って，平均値を求めようと思います。次の各問いに答えなさい。

① 下の表に，(階級値)×(度数)を求めなさい。また，その合計も求めなさい。

② 上の表をもとに，度数分布表から平均値を求めなさい。

【解答】

ｍ

①

②

③

距離（ｍ） (階級値）×（度数）

　　 以上　　　未満

１６　～　１８
　１７　×　４　＝　６８

１８　～　２０ （　　　　　　　　　　　　　　　　）

２０　～　２２ （　　　　　　　　　　　　　　　　）

２２　～　２４ （　　　　　　　　　　　　　　　　）

２４　～　２６ （　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　 　計 　　　　（　　　　　　　　　）

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題③■練習問題③■練習問題③■練習問題③

下の表は，あるサッカーチームの最近の２０試合の得点の記録をまとめたものです。あとの(1)

から(3)までの各問いに答えなさい。

(1) 最近の２０試合の，１試合あたりの平均得点を求めなさい。

【解答】

点

(2) 得点の最頻値を求めなさい。

【解答】

点

(3) 得点の中央値を求めなさい。

【解答】

点

得点（点） ０ １ ２ ３ ４ 計

度数（試合） ５ ６ ８ ０ １ ２０

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題④■練習問題④■練習問題④■練習問題④

１ １５００ｍ が次の位までの測定値のとき，この測定値を有効数字で表しなさい。

(例) ｍの位まで（有効数字４けた）のときは，１.５００×１０ ３（ｍ）と表す。

(1) １０ｍの位まで（有効数字３けた） 【解答】

ｍ

(2) １００ｍの位まで（有効数字２けた）
【解答】

ｍ

２ 次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。

(1) 測定値２.３５×１０
３
ｍは，何ｍの位まで測定したものかかきなさい。

【解答】

ｍ

(2) ある野球場の面積は，４６７５５ｍ ２である。これを有効数字３けたで表しなさい。

【解答】

ｍ２

(3) 太陽と地球の距離は，１４９５９７８７０ｋｍである。これを有効数字５けたで表しなさい。

【解答】

ｋｍ

３ 近似値と真の値との差を何といいますか。

【解答】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

中学校数学中学校数学中学校数学中学校数学

第１学年第１学年第１学年第１学年

７ 資料の活用７ 資料の活用７ 資料の活用７ 資料の活用

[解答例][解答例][解答例][解答例]

中学校

年 組 号 氏名

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題①■練習問題①■練習問題①■練習問題①

(1) 度数分布表

(2) ８.５秒以上９.０秒未満 【ポイント】

８.５～９.０とできるだけ書かないようにしようね。

問題文に単位，表に以上や未満が書いてあるけど，

８.５～の意味が，８.５以上か，８.５より大きいか

～９.０の意味が，９.０以下か，９.０未満か

分かりにくいので，～(記号)ではなく単位やことばを

使って表すようにしようね。

(3) ２０％ 【ポイント】

９.０秒以上の生徒は，９.０秒以上９.５秒未満が５人

９.５秒以上１０.０秒未満が１人だから，６人いるよ。

生徒は全部で３０人いるので，

６÷３０＝０.２０ ０.２０×１００＝２０（％）だね。

(4)

７.０ ８.０ ９.０ １０.０ （秒）
０

５

１０

（人）

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題②■練習問題②■練習問題②■練習問題②

(1) １９.４ｍ 【ポイント】

ハンドボール投げの記録をすべてたすと，３８８（ｍ）

男子は全部で２０人いるので，平均値は，

３８８÷２０＝１９.４（ｍ）になるよ。

(2) ① ７ 【ポイント】

② ２ 数え間違えがないように注意してね。

③ １

(3) ①

② ２０ｍ 【ポイント】

（階級値）×（度数）をすべてたすと，４００（ｍ）。

男子は全部で２０人いるので，度数分布表から平均値

を求めると，４００÷２０＝（ｍ）になるよ。

度数分布表を使って平均値を求める場合には，

どの資料もすべて，その階級のまん中の値であると

見なして計算をしているため，実際の平均値と違う

けど, 資料から求めた平均値１９.４ｍと大きな違いは

ないことが分かるね。

距離（ｍ） (階級値）×（度数）

以上　　　　未満

１６　～　１８
　１７　×　４　＝　６８

１８　～　２０ （　１９　×　６　＝　１１４　　　）

２０　～　２２ （　２１　×　７　＝　１４７　　　）

２２　～　２４ （　２３　×　２　＝　４６　　　　）

２４　～　２６ （　２５　×　１　＝　２５　　　　）

計 （　　４００　　）

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題③■練習問題③■練習問題③■練習問題③

(1) １.３点 【ポイント】

このサッカーチームの最近２０試合の総得点を求め，

平均得点を考えるといいよ。

０（点）×５（試合）＝０（点）

１（点）×６（試合）＝６（点）

２（点）×８（試合）＝１６（点）

３（点）×０（試合）＝０（点）

４（点）×１（試合）＝４（点）

最近２０試合の合計得点は，６＋１６＋４＝２６（点）

よって，１試合あたりの平均得点は，

２６÷２０＝１.３（点）になるね。

(2) ２点

【ポイント】

最頻値（モード）とは，資料の中でもっとも多く現れる値（得点）のことだね。

２点を記録した試合は８試合ありもっとも多いので，最頻値は，２点になるよ。

(3) １点 【ポイント】

中央値（メジアン）とは，資料の値を大きさの順に並べたとき

の中央の値のことだね。

試合数が２０試合（偶数）の場合，中央値は，得点が少ない

順に並べたときの１０・１１試合目の得点の平均値になるよ。

資料の個数が奇数の場合 ○○○○●○○○○

↑

中央値

資料が偶数の場合 ○○○●●○○○

２つの平均が中央値

だから，得点が少ない順に並べると，１０・１１番目の

得点は１点の階級に入るので，中央値は１点になるね。

０，０，０，０，０，１，１，１，１，１，１，２・・・

↑ ↑

10番目 11番目

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題④■練習問題④■練習問題④■練習問題④

１

(1) １.５０×１０
３

（ｍ）

(2) １.５×１０
３

（ｍ）

２

(1) １０ｍの位 【ポイント】

指数を使わないで書き直してみるといいよ。

２.３５×１０
３
＝２３５０（ｍ）

有効数字３けた目の５は，２３５０（ｍ）の１０の位の数になるね。

(2) ４.６８×１０
４

ｍ２ 【ポイント】

有効数字３けたで表す場合は，４けた目を四捨五入

することになるよ。

４６７５５
↑

４けた目を四捨五入

４けた目を四捨五入すると，４６８００（ｍ２）になるね。

だから，有効数字３けたで表すと，

４．６８×１０
４
（ｍ２）になるよ。

(3) １．４９６０×１０
８
ｋｍ

【ポイント】

有効数字５けたで表す場合は，６けた目を四捨五入すること

になるよ。 １４９５９７８７０
↑
６けた目を四捨五入

６けた目を四捨五入すると，１４９６０００００（ｋｍ）になるね。

だから，有効数字５けたで表すと，

１．４９６０×１０
８
（ｋｍ）になるよ。

５けた目の０を忘れずにね！

３ 誤差

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

中学校数学中学校数学中学校数学中学校数学

第１学年第１学年第１学年第１学年

７ 資料の活用７ 資料の活用７ 資料の活用７ 資料の活用

[問題][問題][問題][問題]

中学校

年 組 号 氏名

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題①■練習問題①■練習問題①■練習問題①

Ａ中学校とＢ中学校の１年生に対して，テス テストの結果（Ａ中学校，Ｂ中学校の１年生）

トを実施しました。右の表は，その結果の度数
得点（点）

Ａ中学校 Ｂ中学校

分布表になります。 度数 度数

あとの(1)から(3)までの各問いに答えなさい。 以上 未満

１ ０ ～ ２０ ３ ３４

１２０ ～ ４０ ７ ７２

１４０ ～ ６０ ４ ４０

１６０ ～ ８０ １１ ３８

１８０ ～ １００ ５ １６

計 ３０ ２００

(1) Ａ中学校のテストの結果の度数分布表から，わかることをかきなさい。

【解答】

(2) 右の表は，上の度数分布表をもとに，Ａ中

学校とＢ中学校のテストの結果の相対度数を
得点（点）

Ａ中学校 Ｂ中学校

求めたものです。 相対度数 相対度数

Ｂ中学校のテストの結果の相対度数を求め 以上 未満

て，右の表の にそれぞれあてはまる ０ ～ ２０ ０.１０

数をかきなさい。 ２０ ～ ４０ ０.２３

４０ ～ ６０ ０.１３

６０ ～ ８０ ０.３６

８０ ～ １００ ０.１７

計 １.００ １.００

(3) Ａ中学校とＢ中学校のテスト結果を比べたとき，どのようなことがわかりますか。

(2)のＡ中学校とＢ中学校の相対度数の度数分布表を比べて，説明しなさい。

【解答】

テストの結果（Ａ中学校，Ｂ中学校の１年生）

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題②■練習問題②■練習問題②■練習問題②

次の表は，たろうさんとけいたさんが，全国の野球場・ソフトボール場（以下「球場」とあ

らわす）の数を都道府県別にまとめたものです。また，下の図は，都道府県別球場数をヒスト

グラムにあらわしたものです。 あとの(1)から(4)までの各問いに答えなさい。

(1) 佐賀県は，どの階級にはいりますか。

【解答】

(2) 球場数が５番目に多い都道府県を

かきなさい。 【解答】

(3) 球場数が200以上ある都道府県はいくつ

ありますか。 【解答】

(4) 中央値となる都道府県を調べるために，たろうさんは，表を使って，球場数が少ない順

に並べて考えました。それに対して，けいたさんは，ヒストグラムを使って考えたところ，

たろうさんより速く見つけることができました。けいたさんは，どのように考えたかを説

明しなさい。

【解答】

以上のことから，中央値となる都道府県は， である。

（文部科学省『平成１７年度社会教育調査』）

図 都道府県別球場数のヒストグラム

表 都道府県別球場数（2005.10.1現在）

０
１５０１００５０ ２００ ２５０ ３００ ３５０ ４００ ４５０ ５００ ５５０ ６００

２

４

６

８

１０

１２

１４

１６

都
道
府
県
数

球場数

県名 球場数 県名 球場数 県名 球場数 県名 球場数 県名 球場数

北海道 ５８２ 埼玉 ４１３ 岐阜 １５９ 鳥取 ４７ 佐賀 ４５

青森 ８２ 千葉 ２９２ 静岡 １９３ 島根 ５４ 長崎 ６５

岩手 １０６ 東京 ５６０ 愛知 ３４１ 岡山 ９７ 熊本 １０４

宮城 １３４ 神奈川 １９５ 三重 ７５ 広島 １００ 大分 １０３

秋田 １１３ 新潟 １８７ 滋賀 ４６ 山口 ２９ 宮崎 ８３

山形 ５８ 富山 ５６ 京都 ８９ 徳島 ３２ 鹿児島 ６２

福島 １２９ 石川 ９２ 大阪 １２６ 香川 ６６ 沖縄 ４８

茨城 ２３９ 福井 ７１ 兵庫 １２３ 愛媛 ４６

栃木 ２３６ 山梨 ３２ 奈良 ３５ 高知 ２３

群馬 ２１９ 長野 １９８ 和歌山 ７６ 福岡 １８８

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題③■練習問題③■練習問題③■練習問題③

右の表は，太郎君の中学校１年男子５０人のハンドボール ハンドボール投げの記録

投げの結果を度数分布表に表したものです。 ハンドボール 度数

次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。 投げ(ｍ) (人)

以上 未満

1５.０ ～ １０.０ ２

１０.０ ～ １５.０ ６

１５.０ ～ ２０.０ １６

２０.０ ～ ２５.０ １７

２５.０ ～ ３０.０ ６

３０.０ ～ ３５.０ ３

計 ５０

(1) 中央値はどの階級にはいっていますか。

【解答】

(2) 度数分布表を見て，気付いたことを１つ書きなさい。

【解答】

(3) 太郎さんのハンド－ボール投げの記録は，１９ｍでした。太郎君の記録は，１年生男子

の全体で見ると，どちらかといえば高い方ですか低い方ですか。その理由もふくめて答え

なさい。

【解答】

方である。

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題④■練習問題④■練習問題④■練習問題④

Ａ中学校とＢ中学校の１年男子について，５０ｍ走 ５０ｍ走(Ａ，Ｂ中学校１年男子)

を調べ，その結果を右のような度数分布表に整理し ５０ｍ走 Ａ中 Ｂ中

ました。あとの(1)から(3)の各問いに答えなさい。 (秒) 度数 度数

以上 未満

(1) Ａ中学校の太郎さんの記録は，７.８秒でした。 １６.０ ～ １６.５ １ ２

Ｂ中学校のけいたさんは，速い方から数えて６０ １６.５ ～ １７.０ ３ ８

番目でした。太郎さんとけいたさんでは，どちら １７.０ ～ １７.５ ４ １０

が速いですか。その理由もふくめて答えなさい。 １７.５ ～ １８.０ １０ ３０

【解答】 １８.０ ～ １８.５ １５ ５８

１８.５ ～ １９.０ １２ ４４

１９.０ ～ １９.５ ９ ３４

１９.５ ～ １０.０ ３ １４

計 ５７ ２００

(2) 下の図は，Ａ中学校の相対度数の度数分布多角形です。この図に，Ｂ中学校の相対度数

の度数分布多角形をかき入れなさい。

(3) (2)のＡ中学校とＢ中学校の相対度数の度数分布多角形を比べて，気づいたことをかき

なさい。

【解答】

（相対度数）

０.０５

０.１５

０.２０

０.２５

０.３０

０

０.１０

６.０ ７.０ １０.０９.０８.０ （秒）

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

中学校数学中学校数学中学校数学中学校数学

第１学年第１学年第１学年第１学年

７ 資料の活用７ 資料の活用７ 資料の活用７ 資料の活用

[解答例][解答例][解答例][解答例]

中学校

年 組 号 氏名

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題①■練習問題①■練習問題①■練習問題①

(1)【解答例】 【ポイント】

・ ６０点以上８０点未満の階級の生徒が１番多い。 1番多い階級や全体の傾向に

・ 全体的に，得点が散らばっている。 目を向けて，かくといいね。

(2)

得点（点）
Ａ中学校 Ｂ中学校 【ポイント】

相対度数 相対度数 各階級の相対度数の求め方は，

以上 未満 各階級の度数を度数の総和で

１００ ～ １２０ ０.１０ ０.１７ わると求められたね。

１２０ ～ １４０ ０.２３ ０.３６ 例えば，

１４０ ～ １６０ ０.１３ ０.２０ ０点以上２０点未満の階級では，

１６０ ～ １８０ ０.３６ ０.１９ ３４÷２００＝０.１７

１８０ ～ １００ ０.１７ ０.０８ になります。

計 １.００ １.００ 同じようにして，すべての階級

の相対度数を求めればいいね。

ただし，相対度数の合計が，

１.００になるようにしないとい

けなかったね。

(3)【解答例】

・ 階級６０～８０点以上の階級を比較してみると，Ａ中学校はＢ中学校より，相対度数が

大きい。逆に，階級６０～８０点より点数が低い階級を比較してみると，Ａ中学校はＢ中

学校より，相対度数が小さい。

以上のことから，Ａ中学校の方が，全体的に高い得点の生徒の割合が高いことが分かる。

テストの結果（Ａ中学校，Ｂ中学校の１年生）

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題②■練習問題②■練習問題②■練習問題②

(1) ０以上５０未満の階級

(2) 千葉県 【ポイント】

ヒストグラムを利用すると，球場数が５番目に多い都道府県は，

２５０以上３００未満の階級に入るね。

だから，千葉県は球場数が２９２個あり，この階級に入るので，

球場数が５番目に多い都道府県は，千葉県になるよ。

(3) ８つ 【ポイント】

ヒストグラムを見ながら数えていくといいよ。

２００以上２５０未満の階級に入る都道府県は，３つ

２５０以上３００未満の階級に入る都道府県は，１つ

３００以上３５０未満の階級に入る都道府県は，１つ

３５０以上４００未満の階級に入る都道府県は，０

４００以上４５０未満の階級に入る都道府県は，１つ

４５０以上５００未満の階級に入る都道府県は，０

５００以上５５０未満の階級に入る都道府県は，０

５５０以上６００未満の階級に入る都道府県は，２つ

だから，それらを全部たすと，８つになるね。

(4)【解答例】

４７都道府県あるので中央値になる都道府県は，球場数が少ない順に並べたときの２４番

目の都道府県である。

ヒストグラムと表を使って考えると，球場数が１００未満の都道府県は２４ある。

よって，５０以上１００未満の都道府県で，最も多い都道府県を探せばよいので，

岡山県となる。以上のことから，中央値になる都道府県は， 岡 山 県 である。

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題③■練習問題③■練習問題③■練習問題③

(1) ２０.０ｍ以上２５.０ｍ未満の階級 【ポイント】

中央値は，大きい順に並べた中央の値だね。

この資料は偶数だから，２５番目と２６番目

の平均の値になるね。

大きい方の３つの階級の度数をたしてみると，

３＋６＋１７＝２６

２０.０ｍ以上２５.０ｍ未満の階級に，２５番目と

２６番目が入っていることがわかるね。

(2) 解答例 ・２５ｍ以上投げた人は，９名だった。

・２０.０ｍ以上２５.０ｍ未満の階級の度数が，一番多い。

・１５ｍ未満の人は，全体の４％だった。

・ヒストグラムや度数分布多角形を見ると，左右対称のような形になる。

・度数分布表から平均値を求めると，２０.３ｍになる。 など

(3) 解答例 ・ハンドボール投げの記録の度数分布表から，この資料の中央値が２０ .０ｍ

以上２５.０ｍ未満の階級にふくまれていることが分かる。

太郎さんの記録が１９ｍだから中央値より低いことになる。

よって，全体で見ると，太郎さんの記録は低い方である。

・度数分布表から平均値を求めてみると，２０.３ｍになる。

１年生全体の平均値より太郎さんの記録が低いので，

全体で見ると，太郎さんの記録は低い方である。

【ポイント】

度数分布表から平均値を求め，全国平均と比べるいいよ。

度数分布表から平均値を 階級 度数 階級値 階級値×度数

求める方法は，それぞれ 以上 未満

の階級ごとに，度数と階 1５.０ ～ １０.０ ２ １７.５ １５

級値をかけます。 １０.０ ～ １５.０ ６ １２.５ ７５

次に，その和を求め， １５.０ ～ ２０.０ １６ １７.５ ２８０

度数の合計でわると平均 ２０.０ ～ ２５.０ １７ ２２.５ ３８２.５

値が求められたね。 ２５.０ ～ ３０.０ ６ ２７.５ １６５

１０１５÷５０＝２０.３ ３０.０ ～ ３５.０ ３ ３２.５ １９７.５

この資料の平均値は， 計 ５０ １０１５

２０.３ｍになるよ。

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第１学年 ７ 資料の活用

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題④■練習問題④■練習問題④■練習問題④

(1) Ａ中学校の太郎さんの記録は，７.８秒なので，７.５秒以上８.０秒未満の階級に入る。

Ｂ中学校のけいたさんは速い方から数えて６０番目の記録である。Ｂ中学校の８.０秒未満

の記録の生徒は，度数分布表から５０人である。だから，けいたさんは８ .０秒以上８ .５秒

未満の階級に入る。

よって，５０ｍ走の記録は，太郎さんが速い。

【ポイント】

太郎さんは，記録からどの階級に入るのか考えるのに対して，

けいたさんは，順位が分かっているので，度数分布表からその

順位が入る階級を読まないといけないね。

度数分布表の見方を変えないといけないね。

(2)

Ａ中学校

Ｂ中学校

(3) 解答例１ 生徒の人数は大きく違うが，全体として，Ａ中学校もＢ中学校も５０ｍ

走の結果は，同じ傾向にあると考えてよい。

解答例２ Ａ中学校もＢ中学校も，８.０秒から８.５秒の階級がもっとも多い。

０

０.０５

０.１０

０.１５

０.２０

０.２５

（相対度数）
０.３０

６.０ ７.０ １０.０９.０８.０ （秒）

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）




